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第1章 概要 

1.1 概説 

ＤＭ－６０２／６０４は、ＤＭ－６８２／６８４を改良したもので、同等の探知性能と、次

のような特長を持っています。 

① 自動感度機能により、安定・正確な計測 

自動感度機能の採用により、常に適正な感度設定値が得られ、安定した正確な計測結果

が得られます。 

音波の送受信毎の受信状態を比較しながら、適正値に補正しますので、掘削状況により

感度ボリュ-ムの微調が必要とされた従来の感度ボリュ－ム操作が解消され、常に鮮明で

正確な計測が可能となります。 

② 確認を容易にする豊富な情報マ－ク 

目盛線のほか、日付、時刻、孔Ｎｏ、孔径、測定方向、距離目盛値および着底深度値な

ど多くの情報マ－クが自動的に記録されますので、掘削状況の良否判定が迅速かつ容易

に行えます。  

 

DM－６０２／６０４の修理に関しましては、機器の特性上、ギヤ、チェーン、ベルト、ベ

アリングなどの機械的知識と経験、および電気的回路知識と経験が必要です。 

安易に分解、組立をすると、正常に動作しなくなる恐れがありますので、ご注意ください。 
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1.2 主要性能 

1.2.1 記録機 

型式 DM-602(2 方向) 

DM-604(4 方向) 

測定方式 超音波パルス方式 

ＤＭ－602 2 方向(Ｘ－Ｘ′または、Ｙ－Ｙ′)切換測定記録方式 

ＤＭ－604 

ベルトによる 

直線記録方式 4 方向(Ｘ、Ｘ′、Ｙ、Ｙ′)同時測定 

記録紙 放電記録紙 250ｍｍ×20ｍ (DMP-250 A3-560) 

送信周波数 100ｋHz 

送信出力 ５W 

指向角 ２５°(半減角) 

繰り返し周期(PRR) 最大 15,000 回／分(0.5ｍレンジにおいて) 

レンジ ０.５ｍ １ｍ ２ｍ ４ｍ 

シフト 0％ 0～0.5ｍ 0～1ｍ 0～2ｍ 0～4ｍ 

シフト 50％ 0.25～0.75ｍ 0.5～1.5ｍ 1～3ｍ 2～6ｍ 

測定範囲 

（半径） 

シフト 100％ 0.5～1ｍ 1～2ｍ 2～4ｍ 4～8ｍ 

定速送り 7.5ｍｍ/分 15mm/分 30ｍｍ/分 60ｍｍ/分 

1/40 25ｍｍ/センサユニットの昇降長 1ｍ 

1/50 20ｍｍ/センサユニットの昇降長 1ｍ 

1/100 10ｍｍ/センサユニットの昇降長 1ｍ 

紙送り速度 

深度比例

1/200 5ｍｍ/センサユニットの昇降長 1ｍ 

測定精度 ±2％、Full Scale 

深度マーク 1ｍごとにマーク印字、5m ごとに数値印字（自動印字） 

電源保護回路 ノーヒューズブレーカ(2A、8A)、漏電ブレーカ(20A)、 

過電圧保護回路 

電源 AC100V 

50/60Hz 

AC110V 

50/60Hz 

AC220V 

50/60Hz 

AC440V 

50/60Hz 

消費電力(代表値) 約 500VA 約 700VA 約 700VA 約 700VA 

1.2.2 ウインチ 

昇降速度 0～20ｍ/分（記録機側で連続可変） 

測定可能深度 100ｍ（最大） 

着底と格納の検出 リミットスイッチにて自動検出 

1.2.3 共通項目 

使用温度範囲 -10℃～+50℃ 

上限保存温度 +70 ℃ 

上限湿度 93 ±3 % （+40 ℃において） 
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1.2.4 シリアルデータ 

信号レベル   RS-232C 

同期方式    調歩同期式 

通信速度     9600 bps 

キャラクタフォーマット 

 データビット  8 ビット 

 ストップビット  1 ビット 

 パリティービット  なし 
 

1.2.5 出力センテンスの詳細 

名称 内 容 

DM 孔情報 

 DM, xxxxx, xxx, xxx <CR><LF> 

DT 計測データ 

 

 

 

 

 

 

DT, xxxxx, xxxx, xxxx, xxxx, xxxx <CR><LF> 

 

 

1.2.6 出力コネクタ 

コネクタ形式： D サブ 25 ピン 

出力信号： 

ピン番号 信号名(JIS) ピン番号 信号名(JIS) 

2 SD 7 SG 

3 RD 20 ER 

6 DR   

 

 

センテンス

形式 

ホール No. 5 桁（0～9、スペース） 

孔壁径 X 3 桁（0～9、スペース） 

孔壁径 Y 3 桁（0～9、スペース） 

センテンス

形式 

X 側壁面距離 4 桁（0～9、スペース）単位:mm 

深度 5 桁（0～9、スペース）、単位：ｃｍ 

X’ 側壁面距離 4 桁（0～9、スペース）単位:mm 

Y 側壁面距離 4 桁（0～9、スペース）単位:mm 

Y’ 側壁面距離 4 桁（0～9、スペース）単位:mm 
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1.3 機器構成と相互接続図 

1.3.1 標準構成 

No 項目名称 型名 備考 重量/長さ 数量

1 記録機 DMR-602（DM-602）

DMR-604（DM-604）

アルミケースに収納 47kg 1 

DMT-000 AC100V 電源用、 

アルミケースに収納 

DMT-001 AC110V 電源用、 

アルミケースに収納 

DMT-002 AC220V 電源用、 

アルミケースに収納 

10kg 2 トランスユニット 

DMT-003 AC440V 電源用、 

アルミケースに収納 

12kg 

1 

3 ウインチ DMW-001A（DM-602）

DMW-002A（DM-604）

センサユニット、 

センサケーブル付き 

121kg 1 

4 接続ケーブル CW-558 記録機-ウインチ用、両端

１５ピンコネクタ付き 

10ｍ 1 

5 AC 電源ケーブル CW-71 片端３ピンコネクタ付き

/片端未処理 

10ｍ 1 

6 予備品  アルミケースに収納、 

予備品表参照 

 1 式

7 取扱説明書  DM-602/604 共用  1 

DM-602 用 アルミケースに収納  8 操作手順 

DM-604 用 アルミケースに収納  
1 

 

1.3.2 予備品リスト 

No 項目名称 定格/型式 備考 数量

1 記録紙 DMP-250 ２５０ｍｍ×２０ｍ(Ａ３－５６０) 2 

2 記録針 DMS-001 ビニール袋入り 2 

3 通電針 DMS-002 ビニール袋入り 2 

 

1.3.3 オプション品リスト 

No 項目名称 定格/型式 備考 数量

1 RS-232C 出力ポート CW-384 出力コネクタ：D-Sub25 ピン 1 
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1.3.4 外形寸法および重量 

1.3.4.1 記録機 

外形寸法:  740 mm x 465 mm x 465 mm ( 幅 x 奥行き x 高さ ) 

重量( アルミケース ＋ DMR-602 または DMR-604 ＋ DMT-003 ): 59 kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：ｍｍ 

図１．１ 記録機外観図
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1.3.4.2 ウインチ 

外形寸法 : 1050 mm x 660 mm x 750 mm (幅 x 奥行き x 高さ) 

重  量： 121 kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：ｍｍ 

図１．2 ウインチ外観図 

単位：ｍｍ 

図 1．3 センサ外観図 
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1.3.5 相互接続図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 

パソコン および パソコンと記録機を接続するケーブル（ 部）は、お客様でご用意ください。 

また、ケーブルはクロスケーブル（リバースケーブルとも言う）をご用意ください。 

 

 

図 1．4 DM-602/604 相互接続図 

トランスユニット 

AC 電源ケーブル 

100VAC 
110VAC 
220VAC 
440VAC 

記録機 
DMR-602（DM-602）

DMR-604（DM-604）

センサ 

ウインチ 
DMW-001A（DM-602） 
DMW-002A（DM-604） 

外部電源ケーブル 
(CW-71) 

接続ケーブル 

DMT-000 : 100VAC 50/60Hz 500VA 
DMT-001 : 110VAC 50/60Hz 700VA 
DMT-002 : 220VAC 50/60Hz 700VA 
DMT-003 : 440VAC 50/60Hz 700VA 

RS-232C 出力 
（オプション） 

(CW-558) 
パソコン 
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第2章 動作説明 

 

2.1 ウインチの動作 

2.1.1 動作の概要 

ウインチは、記録機側で昇降、停止の切換と、昇降速度の制御を行っています。 

センサエレメントは、センサユニットに 4 個取り付けられています。 

センサエレメントからの信号は、スリップリングを通り、１４芯のケーブル（CW-558）を経て、

記録機の送受信回路に接続されています。 

ワイヤが巻き付けられているワイヤドラムは、昇降モータによって回転します。 

同時にチェーンを介してケーブルドラムも回転します。 

ワイヤドラムの回転数は、深度と比例するので、ワイヤドラムに取り付けられたロータリーエン

コーダの出力を、深度検出として使用しています。 

昇降モータは、着底、格納時にリミットスイッチによって自動停止するようになっています。 

リミットスイッチによる、昇降モータのＯＮ／ＯＦＦは、モータ制御プリント板（C25-8300）

によって制御しています。 

 

 

 

モータ制御 

C25-8300 

CW-558 

モータ制御

深度検出

送受信信号

ﾛｰﾀﾘｴﾝｺｰﾀﾞ

昇降ﾓｰﾀ 

ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑ 

格納検出 

着底検出 

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾞﾗﾑ 

ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ 
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左ﾊﾟﾈﾙ 右ﾊﾟﾈﾙ 

C25-9010 

 

DM-682/4 
-9001 

C25-700B 

C25-600A 

C25-100A

HOLE-
1001

記録
ﾓｰﾀ

紙送り
ﾓｰﾀ

通電針 

HOLE-1001 

モータの速度と上昇と下降の切換および、リミットスイッチによらない停止は、下図のように、

記録機内で行っています。 

 

 
 

過電圧保護回路（C25-600A）は、入力電圧が 115Ｖ～120Ｖ以上になったとき動作します。 

また、記録機本体の電源の入力側には、ＮＦＢ（ノーヒューズブレーカ）が挿入されており、8

Ａ以上の過電流が流れたときに動作します。 

なお、記録機用のＮＦＢ（2Ａ）が動作する（飛び出る）と、ウインチ側のＮＦＢ（8Ａ）が正常

でも、ウインチは動作しません。 

これは、記録機内の過電圧保護回路（C25-600A）が動作しなくなるために、ＳＳＲ（Solid State 

Relay）が OFF したままとなるためです。 

 

2.2 記録機の動作 

2.2.1 動作の概要 

記録機の記録機能回路構成は右図の通りです。 

記録機の記録機能は、 

送受信プリント板（C25-100A）、 

制御プリント板（C25-700B）、 

電源プリント板（C25-600A）、 

操作パネルプリント板（C25-9010）、 

ベルトタイミング（HOLE-1001）、 

の 5 枚のプリント板と、 

AC/DC 電源ユニット、 

および記録機構部で構成されています。 

モータ制御 

C25-8300 

CW-558

モータ制御

深度検出

送受信信号

ﾛｰﾀﾘｴﾝｺｰﾀﾞ 

昇降ﾓｰﾀ 

ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑ 

格納検出 

着底検出 

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾞﾗﾑ 

ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ 

上昇
リレー

下降
リレー

スピード 
コントローラ 

（CSC-110A）

SSR

記録機

C25-600A 

AC100V C25-700B 

SSR_ON/OFF 

リレー 
ON/OFF

リレー 
ON/OFF

信号 

C25-9010 

速度制御

速度制御
信号

ウインチ 

NFB
8A
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2.2.2 電源プリント板（C25-600A） 

主電源スイッチ

ウインチ用SSR

HALL-1001

記録モータ

+24V

+245V
+165V

+12V

+5V

+245V+5V +24V

24V→245V回路
24V→165V回路

24V→12V回路

24V→5V回路

AC/DCユニット
DC24V出力

AC100V供給回路

記録モータ

紙送りモータ

C25-700B_J1

記録針

上昇/下降リレー

ウインチ
接続コネクタ

J6

AC100V
過電圧検出回路

J5

J3

J9

J4

C25-100A_J2J7

J1

J1

J4C25-700B_J1

J2J4

J5 J4

J5J4

J4
J9

J8

C25-700B_J1

C25-700B_J1

C25-700B_J1

AC100V入力

C25-700B_J1

C25-700B_J1J4

J3

非常巻上スイッチ

POWER_SW

W_SSR-
W_SSR+

AC100VN
AC100VL

AC100VN
AC100VL

WINCH_UP
WINCH_DOWN

CPU制御
強制巻上
AC100VL

B_TRIG

+12V

BELT_TIMING

UP
DOWN

RECORD_OUT
H_LEVEL
L_LEVEL

S_M_CLK

+5V

PM_CLK
PM_CONT

MOTOR_POWER

MOTOR_PULSE

記録モータ制御回路

紙送りモータ制御回路

記録針への給電制御回路

ベルトタイミング回路

ウインチ上昇/下降リレー制御回路

STS
　A_SIG
　　B_SIG
　　　GND

 
2.2.2.1 深度検出、着底検出回路 

ウインチの深度検出用ロータリーエンコーダの出力 A_SIG
―――――――――

、B_SIG
――――――――

および、着底信号のSTS
――――――

は、

制御プリント板（C25-700B）によってカウント、または認識していますが、配線の都合上、

このプリント板を経由しています。 

2.2.2.2 記録モータ制御回路 

この回路は、記録モータ回転数を一定（2500rpm）に保つための回路で、記録針がついている

記録ベルトの回転速度を一定に保つことが出来ます。 

回路構成は、PLL（Phase Locked Loop）回路となっていて、PM_CLK
―――――――――

とロータリーエンコ

ーダの出力（MOTOR_PULSE
―――――――――――――――――

）が同期するように制御することによって、ベルトモータの回

転精度を基準周波数信号と同じくすることが出来ます。 

記録モータには、通常+16V 前後の電圧が加わっていまが、記録モータ起動時に、速やかに

2500rpm にあげるため、約 190ms の間ブーストしています。 

回路の電源電圧は+24V です。 

操作パネル上の記録停止／開始／データ印字スイッチを＜停止＞にしたときに、記録針が通電板

の裏側で停止するように制御されています。 

この回路によって、記録紙を交換するときに生ずる記録針の損傷を防止することができます。 
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2.2.2.3 紙送りモータ制御回路 

この回路は、紙送り用 4 相のステッピングモータを動作させる回路です。 

紙送りの方法は、プリント板上のスイッチ S1 によって、＜NORMAL＞と＜TEST＞に切換える

ことが出来ます。 

通常は＜NORMAL＞の位置になっていて、操作パネル上の紙送りスイッチによって速度を選択

できます。（速度の制御は、C25-700B で行なっています） 

＜TEST＞側にするとテスト用の発振回路（C25-600A 上）で動作し、C25-700B からの信

号が無くても、回路動作の確認ができます。（速度の選択は出来ません） 

深度比例のとき、ウインチの昇降速度が、記録可能な紙送り速度よりも速くなると、紙送りモー

タが昇降速度に追従できなくなります。 

このとき、操作パネル上の表示器が点滅しますが、通常は制御プリント板（C25-700B）より、

理論的に記録可能な紙送り速度をウインチの昇降速度が超えないように、リミットが掛かります。 

2.2.2.4 記録針への給電制御回路 

この回路は、制御プリント板（C25-700B）から送られてくる記録信号を、記録紙上に印字す

るために必要な電圧に増幅する回路です。 

また、プリント板上の TEST スイッチの切換えによって、記録紙全面に濃または淡で書き込みテ

ストをすることができます。 

2.2.2.5 ベルトタイミング回路 

ベルトタイミング回路は、記録紙上に記録を書き始める位置、および記録停止時に記録針を裏側

で止めるタイミングを決める回路です。 

記録ベルトに接着された磁石を、HOLE-1001 で検出したBELT_TIMING
――――――――――――――

信号を基準にして、

一定時間遅延させています。 

2.2.2.6 ウインチ上昇／下降リレー制御回路 

この回路は、制御プリント板（C25-700B）から送られてくる上昇（WINCH_UP
―――――――――――

）または下降

（WINCH_DOWN
―――――――――――――――

）の信号で、上昇または下降用リレーを制御する回路です。 

制御プリント板（C25-700B）が動作異常となった場合、非常巻上用スイッチで、上昇のみ操

作可能です。 

2.2.2.7 電源回路 

この電源回路は、+245V、+165V、+12V、+5V の電圧を作っています。 

また、+245V、+165V 回路には、過電流保護が設けられています。 

2.2.2.8 AC100V 過電圧検出、および供給回路 

この回路は、入力過電圧による焼損などを防ぐ回路です。 

入力電圧が AC115V～AC120Ｖ以上になったとき遮断し、AC110V 以下になると、電源回路

が復帰します。 

2.2.2.9 AC/DC ユニット 

このユニットは、AC100V から DC24V を作っています。 

AC100V は、前項の AC100V 過電圧検出、および供給回路 を経由して供給されます。 

全ての DC 電源は、この DC24V から作られています。 
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2.2.3 送受信プリント板（C25-100A） 

このプリント板には 4 組の送受信回路が組み込まれています。 

C25-700B_J2

+5V

12V→5V回路

送信回路 TX ch0

送信ﾄﾘｶﾞｰ
受信信号
入出力制御回路

J3

+12V
+165V

12V→6V回路

VCC/2

+12V VCC/2

+5V

送信回路 TX ch1

送信回路 TX ch2

送信回路 TX ch3

+165V+5V

J4

J5

J6

RCV_OUT_3

RCV_OUT_2

RCV_OUT_1

RCV_OUT_0

TRG_0

TRG_1

TRG_2

TRG_3

G/S_CONT

CH3_TD

CH2_TD

CH1_TD

CH0_TD

J2

TRG

GAIN_CONT
CLK & CLK

J1

CLK

TRG

RCV_OUT

CH_SEL_0

CH_SEL_1

STC_CONT

TD_Y’

TD_Y

TD_X’

TD_X

受信回路 RX ch0

受信回路 RX ch1

受信回路 RX ch2

受信回路 RX ch3

+12V VCC/2

C25-600A_J7

GAIN/STC制御回路

 
2.2.3.1 入出力制御回路 

この回路は、制御プリント板（C25-700B）から送られてくるTRG
――――――

、CLK、 CH_SEL_0
―――――――――――――――

、

CH_SEL_1
―――――――――――――――

を使い、TRG_0～TRG_3 と CLK、CLK
――――――

を作っています。 

また、CH_SEL_0
―――――――――――――――

、CH_SEL_1
―――――――――――――――

を使い、RCV_OUT_0～RCV_OUT_3 を切換え、RCV_OUT

ラインに出力しています。 

2.2.3.2 送信回路 

送信回路は、TRG_0～TRG_3 と CLK、CLK
――――――

で、送信波形を作る回路と電力増幅回路で構成さ

れています。 

制御プリント板（C25-700B）により、4 組の回路の切換、レンジによるパルス幅の切換、送

信／受信の切換が行われます。 

2.2.3.3 受信回路 

ストレート増幅回路で広い帯域幅（ｆ0＝88kHz、Bw＝30kHz）を持っています。 

受信回路の増幅度と強度は、制御プリント板（C25-700B）から送られてくる GAIN_CONT、

STC_CONT 信号を使って、Ｇ／Ｓ_ＣＯＮＴ信号をつくり、制御されています。 

操作パネル上の感度方式が手動の場合、感度ツマミによって調整できます。 

また、感度方式が自動の場合、感度ツマミは自動感度設定値の微調整として機能します。 

感度、および近距離抑圧の各ボリュームは、制御プリント板（Ｃ25-700Ｂ）でＡ/Ｄ変換され、

直接信号が入ることはありません。 
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2.2.4 制御プリント板（C25-700B） 

C25-600A
J4

J3
⇒

J3
⇔

J1
⇒

J2
⇒

C25-100A
J1

CW-384
Dサブ
25ピン

TX_TRIG

S_M_CLK

PM_CONT
PM_CLK

RESET

→
J2
←

ED[0]
ED[1]
ED[2]
ED[3]
ED[4]
ED[5]
ED[6]
ED[7]

TXD
DTR
RXD
DSR

EA[0]
EA[1]
EA[2]
EA[3]
EA[4]
EA[5]

IO_WR
IO_RD

J3
⇒

C25-9010
J2

CS0
CS1

C25-100A
J1

RX_DATA

C25-9010
J2

CALIBRATION VR

TRIG

J1
⇒

L_LEVEL
H_LEVEL

A/D_GAIN
A/D_STC

A/D_SPEED

B_SIG

C25-600A
J4

A_SIG

S_T_S

TX_CLK

WINCH_CLK

WINCH_UP
WINCH_DOWN

D/A_GAIN
D/A_STC

＋5V_O

＋5V_I

＋12V

+12V

+5V

送受信制御

記録制御

ウインチ制御

記録ﾓｰﾀ制御

J2
⇒

+5V

RS-232C制御

操作ﾊﾟﾈﾙ制御

 
2.2.4.1 RS-232C 制御 

数値化された、壁面までの距離と深度から、出力センテンスを出力します。 

ウインチ制御スイッチが、上昇または下降の時出力し、停止では出力しません。 

センサーユニットが停止時のデータが必要な場合は、ウインチ制御スイッチを上昇または下降に

したままで、昇降速度ツマミで停止させます。 

また、RS-232C の入出力として専用 IC（RS-232 トランシーバ）が使われています。 

2.2.4.2 送受信制御 

送信トリガー（TX_TRIG
―――――――――

）、送信周波数（TX_CLK
―――――――――

）、チャンネル（X・X′・Y・Y′）の切

り替え信号（CS0
―――――

、CS1
―――――

）を出力します。 

また、操作パネル（C25-9010）より感度ボリュームの電圧値（A/D_GAIN）、近距離抑圧ボ

リュームの電圧値（A/D_STC）をチャンネル毎（X・X′・Y・Y′）に検出（A/D 変換）し、

チャンネル毎の制御電圧値に D/A 変換して D/A_GAIN、D/A_STC として出力します。 

感度方式が自動の場合は、D/A_GAIN、D/A_STC が、CPU により制御されます。 
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2.2.4.3 記録モータ制御 

記録モータ回転数を一定（2500rpm）に保つための基準発信周波数 PM_CLK
―――――――――

 （4.2kHz）を

出力します。 

また、記録モータの動作、停止を制御する PM_CONT
―――――――――――

 信号を出力します。 

2.2.4.4 記録制御 

計測用クロックを発生させる回路が組み込まれており、距離補正用ダイヤルの目盛が 8 の時に、

TP 23（CALIBRATION-CLK）で、3MHz が出力されます。 

この信号は、CPU クロックの 16MHz とは、非同期です。 

この CALIBRATION-CLK を基本に、受信クロック信号、テストデータ信号、受信遅延タイマー

信号、受信時間信号、が作られます。 

RX_DATA は受信クロック信号のタイミングで取り込まれ、受信信号を加算し、回数の少ない信

号はノイズとしてカットして受信データにします。 

受信データ、壁面検出データ、マークデータ、文字データを合成処理された信号を、記録書き込

み位置信号（TRIG
――――――

）のタイミングで、濃（H_LEVEL
――――――――――

）淡（L_LEVEL
――――――――――

）に分けて出力します。 

また、着底信号（S_T_S
―――――――

）が検出されると、通常の記録印字は停止され、着底深度データ（DEPTH）

を印字します。 

定速紙送りの場合、紙送りモータ制御は操作パネルの設定に対応した信号 S_M_CLK
――――――――――

 が出力さ

れます。 

深度比例の場合、紙送りモータ制御はエンコーダ信号（A_SIG
―――――――

 、 B_SIG
―――――――

）による深度に比例し

て S_M_CLK
――――――――――

 が出力されます。 

また、深度比例の場合、エンコーダ信号が停止中は、濃（H_LEVEL
――――――――――

）淡（L_LEVEL
――――――――――

）信号も停

止します。 

ウインチの昇降速度、および深度データは A_SIG
―――――――

 、 B_SIG
―――――――

 から計算されます。 

また、上昇/下降による深度データの減算/加算は、A_SIG
―――――――

 、 B_SIG
―――――――

 から上昇中か下降中かを

検出しています。 

2.2.4.5 ウインチ制御 

操作パネルの上昇/停止/下降スイッチの設定状態に対応し、上昇はWINCH_UP
――――――――――――

、下降は

WINCH_DOWN
――――――――――――――――

を出力します。 

停止は、WINCH_UP
――――――――――――

、WINCH_DOWN
――――――――――――――――

ともに出力しません。（ともに H レベル） 

上昇または下降時、昇降速度ボリュームの電圧値（A/D_SPEED）を検出（A/D 変換）し、電圧

値に対応するウインチ速度制御信号（WINCH_CLK
―――――――――――――

）が出力されます。 

ただし、紙送り速度が深度比例で記録中の場合は、正常記録が可能なウインチ速度以上に上がら

ないように制御されます。 

2.2.4.6 操作パネル制御 

操作パネル上のスイッチやボリュームが切り替えられたかどうかを常時監視し、操作されると、

CPU 処理の空き時間に、操作の条件に対応した処理を行います。 

記録中（計測中）は深度、ウインチ昇降速度をリアルタイムに更新表示します。 

記録停止中は、メニュー操作により、各種メニュー画面表示を制御します。 



—このページは空白ですー 



DM-602/604                               第3 章                  
調整および試験 

 

0093870151-00               目次 

第３章 調整および試験 

目次 

第 3 章 調整および試験.......................................................................................................3-1 

3.1 電源プリント板（C25-600A）........................................................................................................ 3-1 

3.1.1 C25-600A の調整箇所..................................................................................................................... 3-1 

3.1.2 C25-600A のチェック端子箇所.................................................................................................. 3-1 

3.1.3 過電圧保護回路.................................................................................................................................... 3-2 

3.1.4 各種電源回路......................................................................................................................................... 3-2 

3.1.5 記録出力回路......................................................................................................................................... 3-2 

3.1.6 紙送りモータ制御回路...................................................................................................................... 3-2 

3.1.7 ベルトタイミング回路...................................................................................................................... 3-3 

3.1.8 記録モータ制御回路........................................................................................................................... 3-3 

3.1.9 チェックポイントと波形................................................................................................................. 3-3 

3.2 送受信プリント板（C25-100A）................................................................................................... 3-5 

3.2.1 C25-100A の調整箇所..................................................................................................................... 3-5 

3.2.2 C25-100A のチェック端子箇所.................................................................................................. 3-5 

3.2.3 送信回路................................................................................................................................................... 3-6 

3.2.4 受信回路................................................................................................................................................... 3-6 

3.2.5 チェックポイントと波形................................................................................................................. 3-6 

3.3 制御プリント板（C25-700B）........................................................................................................ 3-8 

3.3.1 C25-700B の調整箇所 ..................................................................................................................... 3-8 

3.3.2 深度パルス設定値について............................................................................................................ 3-8 

3.3.3 S2 の設定について................................................................................................................................. 3-9 

3.3.4 メンテナンスモードについて....................................................................................................... 3-9 

3.3.5 そのほかの機能について..............................................................................................................3-10 

3.4 操作パネルプリント板（C25-9010） ......................................................................................3-10 

3.5 電源ＯＮ時の機能......................................................................................................................................3-10 

3.5.1 RAM クリア............................................................................................................................................3-10 

3.5.2 テストモード......................................................................................................................................3-10 

3.6 ベルトタイミングプリント板（HOLE-1001）....................................................................3-14 

3.7 モーターコントローラユニット（CSC-001A） ..................................................................3-15 

3.8 空気中で感度を確認する方法 .............................................................................................................3-15 

3.9 センサ用ケーブルとセンサエレメントの良否確認方法........................................................3-16 

3.9.1 センサユニット用ケーブルの断線確認.................................................................................3-16 

3.9.2 センサエレメント不良とケーブル断線の確認..................................................................3-16 



—このページは空白ですー 



DM-602/604                 第 3 章
            調整および試験 

0093870151-00                       3-1 

第3章 調整および試験 

3.1 電源プリント板（C25-600A） 

3.1.1 C25-600A の調整箇所 

 

DS1 R16 

R27 R53 R52 

S2 S1R11 
 

 

3.1.2 C25-600A のチェック端子箇所 
 

 

+5V+12V+24V 

PM_CONTR1(+165V) CR1(+245V) PM_CLK M_PULSE

S_M_CLK GND

GNDTP4

B_TRIG
――――――――
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3.1.3 過電圧保護回路 

記録機電源スイッチを＜断＞にします。 

上昇/下降スイッチを＜停止＞にします。 

メインブレーカを＜0(切)＞にします。 

記録機の電源コネクタに 100VAC を接続します。 

メインブレーカを＜1(接)＞にします。 

記録機電源スイッチを＜接＞にすると同時にプリント板上の LED DS1 が 1～2 秒点灯し、消え

ることを確認します。 

LED DS1 が点灯したまま（過電圧保護回路が過電圧と認識している）のとき、または過電圧保

護回路を再調整するときは、以下の手順で行います。 

ボリューム（R16）を反時計方向に回しきります。 

入力電圧を 117.5VAC まで上げます。 

ボリューム（R16）をゆっくり時計方向に回し、LED DS1 が点灯するところで止めます。 

入力電圧を 100VAC に戻します。 

3.1.4 各種電源回路 

テスタで以下の電圧を確認します。 

チェック端子表示（+5V） 

チェック端子表示（+12V） 

チェック端子表示（+24V） 

CR2 カソード（+245V） 

R1（+165V） 

+245 および+165V を再調整するときは、ボリューム R11 を調整します。 

3.1.5 記録出力回路 

記録紙上に距離スケール、各マークが記録されることを確認します。 

プリント板上のスイッチ S1 を＜GRY＞＜DARK＞にしたとき、濃・淡の濃度差のあるマークが

記録紙上に出ることを確認します。 

淡い記録部分を濃くしたいときは、サブパネル上の信号処理スイッチを＜ON＞にした状態で、記

録の濃さを確認しながら、ボリューム R53 を調整します。 

通常は中立の位置にしておきます。 

3.1.6 紙送りモータ制御回路 

操作パネル上の紙送りスイッチを切換えて、＜定速送り＞の各設定値通り紙送りするか確認しま

す。 

プリント板上のスイッチ S2 を＜TEST＞側に倒し、一定速度（約 60mm/min）で紙送りする

ことを確認します。 

確認後は必ず＜NORMAL＞側に戻すこと。 
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3.1.7 ベルトタイミング回路 

通常、導入片の端より 15mm 程度離れた所から、距離スケールが書き始められることを確認し

ます。 

記録書き込み開始位置を調整したいときは、ボリューム R52 を回して調整します。 

調整後は、手動マークを印字して、記録紙より、はみ出していないことを確認します。 

3.1.8 記録モータ制御回路 

記録紙上で距離スケールが 5ｍｍピッチになっていることを確認します。 

基準周波数は制御プリント板（C25-700B）から供給されており、U12-4 ピン（PM_CLK
―――――――――

）

と記録モータからの回転パルス U12-9 ピンMOTOR_PULSE
―――――――――――――――――

 の周波数が同じ（4.2kHz）にな

るように制御されます。 

3.1.9 チェックポイントと波形 

紙送りモータ制御信号（周波数は紙送り速度により異なります） 
               
              TP S_M_CLK 

（C25-700B からの信号） 
               
              U14-16 ピン 

               
              U14-15 ピン 

               
              U14-14 ピン 

               
              U14-12 ピン 

               

 

ベルトタイミング信号 

 

CH1：U4-5 

（HOLE-1001 からの信号） 

（パルス幅は、ホール素子と記録ベルトについている 

磁石との隙間により変化します） 

 

 

CH2：TP B_TRIG
――――――――
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記録モータ制御信号 

 

CH1：U12-4 ピン（C25-700B からの信号） 

（記録機電源 ON 時常時出力） 

 

 

CH2：U12-9 ピン（記録モータからの信号） 

（記録モータ動作時のみ出力） 

（実際の目視では、CH1 に同期しようとする信号の

ため、ばらつきがあります。） 
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3.2 送受信プリント板（C25-100A） 

3.2.1 C25-100A の調整箇所 

R46 R55 R56 R65

T1 T7 T2 T3 T4 T8 T5 T6
 

3.2.2 C25-100A のチェック端子箇所 

RCV_0 

TD_0

GND 

TRG_0 TD_1TRG_1 TD_2TRG_2 TD_3 TRG_3 

RCV_1 RCV_2 RCV_3 RCV_OUT

CLK

TRIG
――――――

TRG+

VCC/2

G/S_CONT

165V

5V 

12V

GND

GND
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3.2.3 送信回路 

C25-700B より供給される、CLK 信号、TRG
―――――

信号、CH_SEL_0
――――――――――――

信号、CH_SEL_1
――――――――――――

信号より、

送受信プリント板で TRG+信号、CLK 信号、CLK
―――――

信号、TRG_0 信号、TRG_1 信号、TRG_2

信号、TRG_3 信号、が作られます。 

これらの信号をもとに、各チャンネルの送信パルスが作られます。 

調整箇所はありません。 

3.2.4 受信回路 

ボリュームＲ46、Ｒ55、Ｒ56、Ｒ65 は受信回路の感度を調整するためのものです。 

感度を変えると、記録上にノイズがでたり、孔壁が消えてしまったりすることもあるので注意し

てください。 

C25-700B より供給される、GAIN_CONT 信号、STC_CONT 信号をもとに、G/S_CONT 信

号が作られます。 

感度ツマミや近距離抑圧ツマミによる設定値や可変範囲は、この信号により制御されています。 

感度方式が自動の場合、GAIN_CONT 信号が自動で制御されます。 

3.2.5 チェックポイントと波形 

TRG 0（～TRG 3） & TD 0（～TD 3） 

レンジ 0.5ｍ            レンジ 1.0ｍ 

 

CH1：TP TRG 0 

（～TRG 3 も同様） 

 

CH2：TP TD 0 

（～TD 3 も同様） 

 

 

 

レンジ 2.0ｍ           レンジ 4.0ｍ 

 

CH1：TP TRG 0 

（～TRG 3も同様） 

 

 

CH2：TP TD 0 

（～TD 3 も同様） 
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TP CLK 

 

 

CH1：TP CLK 

 

 

 

 

 

 

TRG 0（～TRG 3） & G/S CONT 

レンジ 4.0ｍ 

CH1：TP TRG 0 

（～TRG 3 も同様） 

 

感度手動時 

CH2：TP G/S_CONT 

感度ボリューム最小 

STC ボリューム最小 

 

CH1：TP TRG 0 

（～TRG 3 も同様） 

 

感度手動時 

CH2：TP G/S_CONT 

感度ボリューム最大 

STC ボリューム最小 

 

CH1：TP TRG 0 

（～TRG 3 も同様） 

 

感度手動時 

CH2：TP G/S_CONT 

感度ボリューム最大 

STC ボリューム最大 
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3.3 制御プリント板（C25-700B） 

3.3.1 C25-700B の調整箇所 

S2 S3 S4 S5 
 

 

3.3.2 深度パルス設定値について 

深度パルス設定値とは、１メートルと認識

するパルス数です。 

Ｓ３，Ｓ４，Ｓ５のディップスイッチにて

設定します。 

１６進コードです。 

工場出荷時のＳ３，Ｓ４，Ｓ５ 設定値は、３Ｅ８（１６進）＝１０００（１０進）です。 

10 進数での最少桁の数字は、小数点以下１位と考えてください。（１０００＝１００．０） 

例 

S3，S4，S5 設定値（16 進） 10 進数表記 S3，S4，S5 設定値の意味 

３，Ｅ，４ ９９６ ９９．６パルス/1 メートル 

３，Ｅ，５ ９９７ ９９．７パルス/1 メートル 

３，Ｅ，６ ９９８ ９９．８パルス/1 メートル 

３，Ｅ，７ ９９９ ９９．９パルス/1 メートル 

３，Ｅ，８ １０００ １００．０パルス/1 メートル 

３，Ｅ，９ １００１ １００．１パルス/1 メートル 

３，Ｅ，Ａ １００２ １００．２パルス/1 メートル 

３，Ｅ，Ｂ １００３ １００．３パルス/1 メートル 
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3.3.3 S2 の設定について 

Ｓ2 設定値は、“１２３４”全ＯＦＦです。 

3.3.4 メンテナンスモードについて 

記録停止中に、紙送り速度（メニュ－）スイッチで（ＭＡＩＮＴＥＮ－）を選択します。 

メニュー/桁送りスイッチを<右>に 1 回倒すと「ＭＡＩＮＴＥＮ－」が表示されます。 

メニュー/桁送りスイッチを<右>に再度 1 回倒すと、表示全体が点滅します。 

<決定>スイッチを<決定>に倒すとメンテナンス画面へ移行し「ＮＯＮ」が表示されます。 

メンテナンスメニュー項目の変更は、紙送り速度（メニュ－）スイッチで行います。 

紙送り速度Ｓｗを 1/200 にあわせると通常表示に復帰します。 

１．最大深度データ 

最大深度データとは、ウインチで送り出せる最大長（単位はｍ）です。 

紙送り速度Ｓｗを 7.5mm/分に切換えた時、表示します。 

ＭＡＸ  Ｄ１００  （工場出荷初期値は１００） 

設定されている数値（ｍ）を、測定深度が超えた場合に、ウインチ下降を停止させます。 

修理等でケーブル、ワイヤーを短くした場合、修正をお願いします。 

１ｍ単位で設定可能です。 

設定方法 

最大深度データを表示させ、メニュー／桁送りＳｗでカーソル（点滅する桁）を、変更した

い部分に移動させ、数値/印字Ｓｗでデータを変更します。 

新しいデータは、決定Ｓｗで更新されます。 

決定Ｓｗで更新後は、カーソル表示は点滅を止めます。 

設定変更の途中に、他のメニュー項目表示に切り替えた場合は、データは更新されません。 

２．ＬＥＤの輝度コントロール 

ＬＥＤの輝度コントロールとは、ＬＥＤ表示器の輝度設定です。 

紙送り速度Ｓｗを 15mm/分に切換えた時、表示します。 

Ｄｉｍ  ２７％    （工場出荷初期値は２７％） 

設定可能輝度は、13%，20%，27%，40%，53%，80%，100%，です。 

設定方法 

ＬＥＤの輝度データを表示させ、メニュー／桁送りＳｗを倒すと、表示全体が点滅します。 

数値/印字Ｓｗで変更したい輝度レベルを表示させ、決定Ｓｗで更新されます。 

更新されると、表示の点滅は点灯となります。 

設定変更の途中に、他のメニュー項目表示に切り替えた場合は、データは更新されません。 

３．技術検証用メニュー 

紙送り速度Ｓｗを 30mm/分に切換えると、表示されますが、技術検証用のため操作しないで

ください。 

００００００ ００     
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４．電源 ON 時の累積時間 

電源 ON 時の累積時間とは、電源が ON されていた間の時間を１分単位で累積した時間です。 

紙送り速度Ｓｗを 60mm/分に切換えた時の累積時間を表示します。 

累積時間は、電源スイッチを OFF にしても、バックアップ用電池で保護されます。 

５．その他 

紙送り速度Ｓｗ 「1/40」「1/50」「1/100」を選んだ場合は 

ＮＯＮ            と表示します。 

 

3.3.5 そのほかの機能について 

そのほかの機能については、電源 ON 時の機能のテストモードにて基本動作確認が出来ます。 

詳細は、3.5.2 テストモード をご覧ください。 

 

3.4 操作パネルプリント板（C25-9010） 

このプリント板は、制御プリント板（C25-700B）に各スイッチ、ツマミの指示を送り、深度

データや、メニュー情報を表示します。 

電源 ON 時の機能のテストモードにて基本動作確認が出来ます。 

 

3.5 電源ＯＮ時の機能 

記録機の電源 OFF 時に、ある操作スイッチを組み合わせて、操作状態のまま電源ＯＮすると、以

下の機能が働きます。 

3.5.1 RAM クリア 

深度リセットスイッチと手動マークスイッチを ON に倒したまま、電源を ON にします。 

バックアップＲＡＭ内容をディフォルト値（工場出荷時）に再設定後、通常動作へ移行します。 

※）但し、カレンダー、時刻など一部クリアされない部分があります。 

特に、時計用 IC からのクロックを使用しているため、何らかの原因により時計用 RAM エリ

アが異常となった場合、この RAM クリアでは、正常動作へ復帰しない場合があります。 

その場合は、バックアップ用電池を一度外し、数秒間放置後、再度電池を挿入し、電源 ON

してください。 

この場合、すべての RAM エリアが初期化されるため、カレンダー、時刻の再設定が必要と

なります。（再設定しなくても、測定操作に影響はありません。） 

3.5.2 テストモード 

メニュー/桁送りスイッチと決定スイッチを右に倒したまま、電源を ON にします。 

［テストモードの説明］ 

１．テストモードに入ると最初に  TO TEST  と LED に表示し、開始を待ちます。 

テストモードの終了は電源のＯＦＦのみです。 

テスト 1～テスト 4 で、任意のテストから開始することは出来ません。 
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２．テスト１ 

数値/印字スイッチを倒すとテスト１動作に移行・開始します。 

テスト１はＬＥＤ表示確認です。 

ＬＥＤが表示する英数字・記号を制御プリント板より８桁同時に設定し、全桁同じ表示を

する事を確認します。 

また途中（Ａ～）からブリンクをする事も確認します。 

全コード表示出力後、ＲＯＭバージョンとして YY/MM/DD と、最新ソフト修正日を表

示し、動作完了します。 

途中で次に変わることは出来ません。 

３．テスト 2 

テスト 1 完了後、数値/印字スイッチを倒すとテスト２動作に移行・開始します。 

テスト２はＲＡＭチェックです。 

 RAM2XCHK  を表示し、200000～21FFFFh の１２８Ｋをチェックします。 

次に  RAM4XCHK  を表示し、400000～41FFFFh の１２８Ｋをチェックします。 

両ＲＡＭ領域のチェックが正常であれば  RAM OK  を表示し、動作完了します。 

エラーが発生した場合は  □□□□□□ER  と、エラー発生アドレスを表示し、動作完

了します。 

途中で次に変わることは出来ません。 

４．テスト 3 

テスト 2 完了後、数値/印字スイッチを倒すとテスト３動作に移行・開始します。 

テスト３は感度、近距離抑圧、昇降速度ボリュームの動作確認です。 

表示の最上位の数値は表示しているＣＨ Ｎｏ．を表しています。 

該当するボリュームを回すと表示している数値も、「00～FF」の範囲で変化します。（理

論値のため、多少ばらつきはあります） 

次のＣＨへは「決定スイッチ」をゆっくり右に倒します。 

「決定スイッチ」を倒す毎に表示最上位の数値が「１→２→３→４→１→・・・」と変わ

り、表示するＣＨが変化します。 

CH1：X 

CH2：X’ 

CH3：Y 

CH4：Y’ 

メニュー/桁送りスイッチを右に倒すと、テスト 3 が終了し、 ＮＥＸＴ が表示されます。 

テスト 3 開始後、メニュー/桁送りスイッチを右に倒すと、いつでもテスト 3 は終了しま

す。 

 ＮＥＸＴ 表示後、テスト 3 に戻ることは出来ません。 

 

１□□□□□□ 

CH 

GAIN VR STC VR

SPEED VR
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５．テスト 4 

テスト 3 終了後（ NＥＸＴ  表示）、数値/印字スイッチを右に倒すと、テスト４動作に

移行します。 

最初に  SW TEST  を表示します。 

テスト 4 は各スイッチ、およびカレンダー、時計データの読み取り表示です。 

「決定キー」をゆっくり（１秒程度）右に倒すと、テスト 4 動作が開始され、「決定キー」

をゆっくり（１秒程度）右に倒す毎に以下の順番で表示が変更されます。 

表示する順番と表示形式は次の通りで、全 22 画面あります。 

表示中の該当する情報は、スイッチ操作など、データが変化すると更新されます。 

 

01  SW11  XX ：XX は、Ｃ25-700Ｂ、S4，S5 の設定値（16 進） 

02  SW12  XX ：XX は、Ｃ25-700Ｂ、S2，S3 の設定値（16 進） 

03  TS0      XX ：XX は、時計、秒表示一の位 

04  TS10     XX ：XX は、時計、秒表示十の位 

05  TM0   XX ：XX は、時計、分表示一の位 

06  TM10  XX ：XX は、時計、分表示十の位 

07  TH0   XX ：XX は、時計、時表示一の位 

08  TH10  XX ：XX は、時計、時表示十の位 

09  DD0   XX ：XX は、カレンダー、日表示一の位 

10  DD10  XX ：XX は、カレンダー、日表示十の位 

11  DM0   XX ：XX は、カレンダー、月表示一の位 

12  DM10  XX ：XX は、カレンダー、月表示十の位 

13  DY0   XX ：XX は、カレンダー、西暦下二桁一の位 

14  DY10  XX ：XX は、カレンダー、西暦下二桁十の位 

15  SW1   XX ：XX は、レンジ、シフト、MODE スイッチの状態（16 進） 

上位Ｘ 下位Ｘ 
スイッチ名称 設定位置 

Ｄ7 Ｄ6 Ｄ5 Ｄ4 Ｄ3 Ｄ2 Ｄ1 Ｄ0

テスト Ｌ Ｈ ※1 ※1 レンジ設定による。
MODE 

計測 Ｈ Ｈ ※1 ※1 レンジ設定による。

100％ ※2 Ｈ Ｌ Ｈ レンジ設定による。

50％ ※2 Ｈ Ｈ Ｈ レンジ設定による。シフト 

0％ ※2 Ｈ Ｈ Ｌ レンジ設定による。

4.0ｍ ※1、※2 L Ｈ Ｈ Ｈ

2.0ｍ ※1、※2 Ｈ L Ｈ Ｈ

1.0ｍ ※1、※2 Ｈ Ｈ L Ｈ
レンジ 

0.5ｍ ※1、※2 Ｈ Ｈ Ｈ L 

※1：シフトスイッチによる。 

※2：MODE スイッチによる。 
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16  SW2   XX ：XX は、深度リセット、手動マーク、信号処理、発振線除去、孔

壁径マーク幅移動スイッチの状態（16 進） 

上位Ｘ 下位Ｘ 
スイッチ名称 

設定 

位置 Ｄ7 Ｄ6 Ｄ5 Ｄ4 Ｄ3 Ｄ2 Ｄ1 Ｄ0

深度リセット ON ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ L 

手動マーク ON ※ ※ ※ ※ ※ ※ L ※

信号処理 ON ※ ※ ※ ※ ※ L ※ ※

発振線除去 ON ※ ※ ※ ※ L ※ ※ ※

孔壁径マーク幅移動 X 右 ※ ※ ※ L ※ ※ ※ ※

（孔壁径マーク幅移動） 左 ※ ※ L ※ ※ ※ ※ ※

孔壁径マーク幅移動 Y 右（Y） ※ L ※ ※ ※ ※ ※ ※

（方向切換） 左（X） L ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

※：他スイッチの設定による。OFF またはノーマル時 H 

 

17  SW3   XX ：XX は、数値/印字、感度方式スイッチの状態（16 進） 

上位Ｘ 下位Ｘ 
スイッチ名称 

設定 

位置 Ｄ7 Ｄ6 Ｄ5 Ｄ4 Ｄ3 Ｄ2 Ｄ1 Ｄ0

＋ Ｈ Ｈ ※ ※ Ｈ Ｈ H L 
数値/印字 

－ Ｈ Ｈ ※ ※ Ｈ Ｈ L H 

決定 右 Ｈ Ｈ ※ L Ｈ Ｈ ※ ※

手動 Ｈ Ｈ H ※ Ｈ Ｈ ※ ※
感度方式 

自動 Ｈ Ｈ L ※ Ｈ Ｈ ※ ※

※：他スイッチの設定による。ノーマル時 H 

 

18  SW4   XX ：XX は、上昇/停止/下降、記録停止/開始/データ印字スイッチの

状態（16 進） 

上位Ｘ 下位Ｘ 
スイッチ名称 設定位置 

Ｄ7 Ｄ6 Ｄ5 Ｄ4 Ｄ3 Ｄ2 Ｄ1 Ｄ0

上昇 H H H H ※ ※ H L 

停止 H H H H ※ ※ H H 上昇/停止/下降 

下降 H H H H ※ ※ L H 

データ印字 H H H H H L ※ ※

開始 H H H H H H ※ ※

記録停止/ 

開始/ 

データ印字 停止 H H H H L H ※ ※

※：他スイッチの設定による。 
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19  SW5   XX ：XX は、紙送り速度スイッチの状態（16 進） 

上位Ｘ 下位Ｘ 
スイッチ名称 設定位置 

Ｄ7 Ｄ6 Ｄ5 Ｄ4 Ｄ3 Ｄ2 Ｄ1 Ｄ0

7.5 H H H H H H H L 

15 H H H H H H L H 

30 H H H H H L H H 
定
速 

60 H H H H L H H H 

1/40 H H H L H H H H 

1/50 H H L H H H H H 

1/100 H L H H H H H H 

紙送り速度 
深
度
比
例 

1/200 L H H H H H H H 

 

20  SWA5  XX ：XX は、孔壁径マーク幅設定スイッチ 

Y 側の十の位（上位Ｘ）と、一の位（下位Ｘ）の状態。 

21  SWA6  XX ：XX は、孔壁径マーク幅設定スイッチ 

X 側の一の位（上位Ｘ）と、Y 側の百の位（下位Ｘ）の状態。 

22  SWA7  XX ：XX は、孔壁径マーク幅設定スイッチ 

X 側の百の位（上位Ｘ）と、十の位（下位Ｘ）の状態。 

 

次は  SW11  XX  へ戻ります。 

テスト４動作中に、メニュー/桁送りスイッチを右に倒すと、テスト４動作を終了し、 

 NＥＸＴ   が表示されます。 

テスト 4 開始後、メニュー/桁送りスイッチを右に倒すと、いつでもテスト 4 は終了しま

す。 

 ＮＥＸＴ 表示後、テスト 4 に戻ることは出来ません。 

数値/印字スイッチを右に倒すと、テスト１へ戻ります。 

 

3.6 ベルトタイミングプリント板（HOLE-1001） 

このプリント板は、磁界を検出するホール素子を使って、記録ベルトに取り付けたマグネットか

ら、記録針の位置を検出し、制御プリント板に記録書込みのタイミングを知らせる役割と、記録

停止時に、記録針を停止するタイミングを知らせる役割をしています。 

（1） このプリント板を交換したときは、電源を入れる前に必ず記録ベルトを手で右方向（矢印

方向）に送り、ホールＩＣとマグネットの間隔を 1～2mm に設定し、針ホルダや、マグ

ネットが当たらないことを確認します。 
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3.7 モーターコントローラユニット（CSC-001A） 

このユニットは、昇降モータの速度制御を行うもので、次の要領で調整を行います。 

（1） ウインチを接続せずに、操作パネル上の上昇/下降スイッチを＜上昇＞または＜下降＞に

し、昇降速度ツマミを反時計方向一杯に回します。 

このとき、CSC-110A の端子＋、－間に約＋50V が出ることを確認します。 

（2） 次に、昇降速度ツマミを時計方向一杯に回したとき、端子＋、－間に約＋70V が出るこ

とを確認します。 

昇降モータの速度を調整するときは、ウインチを孔壁の上に設置し、記録機と接続してか

ら行います。 

（3） 低速時の調整は、上昇/下降スイッチを＜下降＞、昇降速度ツマミを反時計方向一杯にし、

ボリューム（MIN）を調整してセンサを停止させます。 

（4） 高速時の調整は、センサの上昇時で調整します。 

上昇/下降スイッチを＜上昇＞、昇降速度ツマミを時計方向一杯にし、ボリューム（MAX）

を調整し、センサ上昇速度が 20ｍ/min になるように調整します。 

但し、制御プリント板により、20ｍ/min を超えないように制御されるため、ボリューム

の回しすぎに注意してください。 

回しすぎると、測定時の昇降速度の微調整がやり難くなります。 

 

3.8 空気中で感度を確認する方法 

取扱説明書の「5.17.2 空気中で感度を確認する方法」に従って、作業してください。 

感度が不良であることが確認されたときは、センサエレメントの不良かケーブルの断線が考えら

れます。 
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3.9 センサ用ケーブルとセンサエレメントの良否確認方法 

感度不良が確認されたときは、次の要領でケーブルとセンサエレメントの良否を判別してくださ

い。 

3.9.1 センサユニット用ケーブルの断線確認 

（1） センサからドラムまでのケーブルに、外傷がないか目視で確認します。 

特に、ケーブルシーブ付近で、ケーブルが細っていないかを確認します。 

（2） センサユニットを分解して、それぞれの水中コネクタとスリップリング間の導通を測定（確認）します。 

ＨＯＴ ＬＩＮＥ と ＧＮＤ ＬＩＮＥ すべてについて測定します。（計8本） 

（3） 導通を測定（確認）後、断線している箇所までケーブルを切断し、配線をやり直します。 

（4） ケーブルに異常がないときは、センサエレメントの不良と水中コネクタからエレメントまでのケーブル

断線が考えられます。 

 
3.9.2 センサエレメント不良とケーブル断線の確認 

（1） センサユニットを分解し、記録の出ない方向のセンサエレメントと、記録の出る方向のセンサエレメン

トの水中コネクタをはずし、入れ換えてみます。 

（2） センサエレメントが不良と思われるときは、水中コネクタの端子間で絶縁抵抗を測定してみます。（通

常1ＭΩ以上） 

なお、水中コネクタの端子部分に緑青などの錆が発生し、接触不良を起こしていないかを確認します。 
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部品表ご利用の仕方とご注意
１，注意事項
　１－１ 分解図に丸印にて示す番号の部品のみ、部品表に記載しています。
　１－２ 部品と他の部品を組み合わせ、一つの複合部品としたものは、

ユニット、ＡＳＳＹ、または、 Ａ　のようにアルファベットのいずれかで
表記いたします。

２，部品の探し方
　２－１ 部品検索図（ブロックダイヤグラム）により、探している部品がある分解図を

特定し、要求部品番号を求めます。
　２－２ 丸印で囲まれた部品番号は、部品表から品目コ－ドやその他の情報が求め

られます。
　２－３ 丸印の無いものは、部品表には無いので、３－２項に従ってください。

３，部品の発注
　３－１ 発注時には、品目コ－ド、品目名称、規格/図番、数量を必ず記入してください。
　３－２ 部品表に記載されていないが、分解図の中に部品番号（丸印のないもの）がある

部品は、その図番と部品番号を記入してください。
　３－３ 分解図に記入が無いか、あっても部品番号の無いものは、保守部品として用意さ

れていません。その都度、お問い合わせください。
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部品検索図（ﾌﾞﾛｯｸﾀﾞｲﾔｸﾞﾗﾑ）
注：  の中の数字は、部品表／図面の掲載ペ-ジです。

記録機全体図
4-3/4-10 ｳ ｲ ﾝ ﾁ ﾌ ﾚ - ﾑ

ｳｲﾝﾁﾌﾚ-ﾑﾌﾞﾛｯｸ(1)

4-6/4-18
ｼｬ-ｼﾌﾞﾛｯｸ(1) ｺﾈｸﾀ
4-3/4-11 ﾘ ﾐ ｯ ﾄ ｽ ｲ ｯ ﾁ

ﾜ ｲ ﾔ 送 出 部
DMR-602/ 左ﾊﾟﾈﾙﾌﾞﾛｯｸ ｳｲﾝﾁﾌﾚ-ﾑﾌﾞﾛｯｸ(2）
DMR-604 4-4/4-13 4-6/4-19 ﾜ ｲ ﾔ - ﾄ ﾞ ﾗ ﾑ 固 定 部

ｹ-ﾌﾞﾙﾄﾞﾗﾑ固定部

ｼｬ-ｼﾌﾞﾛｯｸ(2) 右ﾊﾟﾈﾙﾌﾞﾛｯｸ

4-4/4-12 4-4/4-14

ﾜ ｲ ﾔ 整 相 部

ﾜ ｲ ﾔ 固 定 部
ﾜｲﾔ整相装置（1,2）

DMW-001A/ 通電板 4-7/4-20,21 深 度 検 出 部
側壁測定 DMW-002A

装置 昇 降 ﾓ - ﾀ
DM-602/604 記録ﾍﾞﾙﾄ

4-5/4-16 ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑA、Ｂ

ｹ-ﾌﾞﾙ整相部
記録機構ﾌﾞﾛｯｸ

4-5/4-15 ｹ-ﾌﾞﾙ整相装置（1,2） ｹ-ﾌﾞﾙ送出部
4-8/4-22,23

ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ部

ｹ - ﾌ ﾞ ﾙ ﾄ ﾞ ﾗ ﾑ

ｾ ﾝ ｻ 金 具

ｾ ﾝ ｻ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ｾ ﾝ ｻ ｴ ﾚ ﾒ ﾝ ﾄ
（ 送 受 波 器 )

4-9/4-24
防 水 ｺ ﾈ ｸ ﾀ
ﾛｯｷﾝｸﾞｽﾘ-ﾌﾞ

付属品、ｵﾌﾟｼｮﾝ

4-9/-

降圧ﾄﾗﾝｽﾕﾆｯﾄ

ﾘﾚ-
記録機

紙送りﾓ-ﾀ

ｳｲﾝﾁ

 4-5/4-17

ﾌﾟﾘﾝﾄ板

記録ﾓ-ﾀ

紙送り機構

紙ｶｯﾀ
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部品表 改訂 登録　ＮＯ
発行年月日 2007.11.21

初版   登録　ＮＯ

発行年月日  2007.03.15

記録機（１）　記録機全体図（図番Ｃ２５ＢＧ１１０１０＊） 分解図　4-10ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

1 80306604 記録機ｹ-ｽ（ｱﾙﾐ箱） C19MB12017
2 41370041 降圧ﾄﾗﾝｽﾕﾆｯﾄ DMT-000-[100V] 100VAC(CW-71付き）
2 41370042 降圧ﾄﾗﾝｽﾕﾆｯﾄ DMT-001-[110V] 110VAC(CW-71付き）
2 41370043 降圧ﾄﾗﾝｽﾕﾆｯﾄ DMT-002-[220V] 220VAC(CW-71付き）
2 41370030 降圧ﾄﾗﾝｽﾕﾆｯﾄ DMT-003 440VAC(CW-71付き）
8 87500041 記録紙軸受 682-1300-9
9 72660013 記録紙 DMP-250  A3-560 紙幅250ﾐﾘ、長さ20m

10-1 93070161 操作ｶｰﾄﾞ（和文） DM-602.OC.J DM-602用
10-2 93070162 操作ｶｰﾄﾞ（英文） DM-602.OC.E DM-602用
10-3 93070171 操作ｶｰﾄﾞ（和文） DM-604.OC.J DM-604用
10-4 93070172 操作ｶｰﾄﾞ（英文） DM-604.OC.E DM-604用
11-1 82715671 主銘板 C25MC11110 DM-602用
11-2 82715661 主銘板 C25MC11100 DM-604用
12 82791649 ｺ-ﾃﾞﾝｽﾃｯｶ 686-4009
13 85710194 ﾋﾞﾆｰﾙｶﾊﾞｰ 682-2311M1

ケーブル　構成図
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

25 35061806 電源ｹ-ﾌﾞﾙASSY CW-71 [364-3535]-10M 10ｍ、片端ｺﾈｸﾀ付き
27 35285580 接続ｹ-ﾌﾞﾙASSY CW-558-10M 10m、両側ｺﾈｸﾀ付き

ｳｲﾝﾁ 　　 　　記録機
DMW-001A 　　DMR-602/604
DMW-002A

（5ペ-ｼﾞ参照）
（8ﾍﾟ-ｼﾞ参照） 　　　　　降圧ﾄﾗﾝｽ

ｾﾝｻ  DMT-000/001/002/003

ﾕﾆｯﾄ 　　　CW-71 (10m）

記録機（２）　シャーシブロック（１）（図番Ｃ２５ＢＧ１１０５０．１＊） 分解図　4-11ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

27-1 61570120 プリント板 C25-700B-[KM-D58] 制御部(ROM付き）DM-602
27-2 61570130 プリント板 C25-700B-[KM-D59] 制御部(ROM付き）DM-604
16 61560060 プリント板 C25-600A 電源部ﾓ-ﾀｺﾝﾄﾛ-ﾗ
15 61510120 プリント板 C25-100A 送受信部
10 59510303 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 PAA50F-24-JN[ｺﾈｸﾀﾀｲﾌﾟ] 24V電源部
22 59510025 ｽﾋﾟ-ﾄﾞ ｺﾝﾄﾛ-ﾗ DMC-001 [CSC-110A型] ﾎﾞﾘｭ-ﾑ付
12 57988155 ｿﾘｯﾄﾞｽﾃ－ﾄﾘﾚｰ G3NA-220B 電源用
28 57423501 ﾘﾚ-ｿｹｯﾄ 8PF [MM2XP用]
29 57936123 ﾘﾚ- MM-2XP AC100V 昇降用

本部品表は、予告なく変更することがあります。
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100/110VAC
220VAC
440VAC25  電源ｹ-ﾌﾞﾙASSY

11　電源ｹ-ﾌﾞﾙASSY　（0．74ｍ）

23　送受波器ｹ-ﾌﾞﾙASSY　（110ｍ）

27  接続ｹ-ﾌﾞﾙ　ASSY　CW-558（10m）



部品表

記録機（３）　シャーシブロック（２）（図番Ｃ２５ＢＧ１１０５０．２＊） 分解図　4-12ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

29 80203081 ｶﾊﾞ- 682-1464M2[682-1463] 印刷ｱﾘ
33 83923060 ｶﾊﾞ- 682-1467 M1
34 81515771 ﾊﾟﾈﾙ C25MC11090 印刷ｱﾘ

記録機（４）　左パネルブロック（図番Ｃ２５ＢＧ１１０４０＊） 分解図　4-13ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

3 57167415 ｺﾈｸﾀ NT-5015-RF ｳｲﾝﾁ接続用
5 58810001 電圧計 KF48型 Aﾀｲﾌﾟ AC0V～150V
9 57296006 3ﾋﾟﾝ ｲﾝﾚｯﾄ CM-11 C245型 ACｲﾝﾚｯﾄ
11 56184110 ｻ-ｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶ NRF-110-2A 記録機用
12 56184112 ｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶ NRF-110-8A ｳｲﾝﾁ用
13 57590221 防水ｷｬｯﾌﾟ AT-402A
14 57511106 ﾄｸﾞﾙSW S-6A 電源ｽｲｯﾁ
16 81515761 ﾊﾟﾈﾙ C25MC11120 印刷ｱﾘ（英文のみ）

記録機（５）　右パネルブロック（図番Ｃ２５ＢＧ１１０３０＊） 分解図　4-14ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

2 82405614 ﾌｨﾙﾀ- C25MB11050 深度表示用
8-1 61590100 プリント板 C25-9010-602 DM-602用操作ﾊﾟﾈﾙ
8-2 61590110 プリント板 C25-9010-604 DM-604用操作ﾊﾟﾈﾙ
13 70216052 ﾌﾗｯﾄｷｬｯﾌﾟ 3015112 ﾚﾝｼﾞ,紙送り速度,昇降速度用
14 70491161 ｳｲﾝｸﾞﾂﾏﾐ 2915602 ﾚﾝｼﾞ,紙送り速度,昇降速度用
16 70216061 ﾌﾗｯﾄｷｬｯﾌﾟ 3010112 感度用
17 70491158 ﾂﾏﾐ 2710302 感度用
18 70491159 ｼｮｰﾄﾂﾏﾐ 6715702 STC用
15 70216062 ﾁｭｳｶﾝｷｬｯﾌﾟ 3815102BV204 STC用

26-1 81515791 ﾊﾟﾈﾙ C25MC11080 和英併記 DM-602用
26-2 81515971 ﾊﾟﾈﾙ C25MC11013 和英併記 DM-604用
19 71510301 ｱﾅﾛｸﾞ ﾀﾞｲｱﾙ D-12 距離補正用
12 55539873 ﾎﾟﾃﾝｼｮﾝﾒｰﾀ HP-16 [ 5KΩ] 距離補正用

21 57590221 防水ｷｬｯﾌﾟ AT-402A 昇降切替,印字制御用
9 57511308 ﾄｸﾞﾙ SW S-333 昇降切換用
10 55515143 可変抵抗器 RV24YG20SB202 昇降速度用

23-1 57542501 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ SW DFCN-031B 3桁 DM-602用幅設定ｽｲｯﾁ
23-2 57542501 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ SW DFCN-031B 6桁 DM-604用幅設定ｽｲｯﾁ
25 61500050 プリント板 DM682/4-9001M1 ﾃﾞｼﾞｽｲｯﾁ部
20 57511302 ﾄｸﾞﾙ SW S-309 印字制御用

本部品表は、予告なく変更することがあります。
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部品表

記録機（６）　記録機構ブロック（図番Ｃ２５ＢＧ１１０２０＊） 分解図　4-15ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

10 80531323 通電板ﾒｯｷ 682-1318 M2
27 84701204 ﾌﾟ-ﾘ-（B） 682-1373M1[Z=26]
A － ﾍﾞﾙﾄ回転部ﾕﾆｯﾄ 部品番号31,32,33,34,35を１つに組立てたもの

31 83206244 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾎﾙﾀﾞ 682-1347 M1-04付き
32 83946091 絶縁ﾘﾝｸﾞ 682-1396
33 77601060 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 608ZZ 5級 プ－リ－用
34 82101274 ｽﾍﾟ-ｻ 682-1348M1-06
35 83621114 ｼｬﾌﾄ（B） 682-1331M1-06
36 77192037 軸用C型止め輪 STW-8
37 84701214 ﾌﾟ-ﾘ-（C） 682-1374M1[Z=53]
30 87500030 記録ﾍﾞﾙﾄASSY 682-1300-6
47 83621104 ｼｬﾌﾄ（A） 682-1330 06
48 77165047 穴用C型止め輪 RTW-22
49 84701224 ﾌﾟ-ﾘ-（D） 682-1375M1[Z=53]
59 61510100 プリント板 C25-1001
62 71411022 ﾀｲﾐﾝｸﾞ ﾍﾞﾙﾄ MM-91-6.4
63 84701194 ﾌﾟ-ﾘ-（A） 682-1372M3[Z=26]
65 63500111 記録ﾓｰﾀ ASSY 364-3537M3
17 83226584 ｶﾂﾀｰ 682-2312 M1
20 77506162 導入片 682-1484 M2
14 77500015 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ（C） 682-1383 M2
83 83625164 ｷﾞﾔ-（B） 682-1358M1-06
84 83621124 ｼｬﾌﾄ（C） 682-1332M2-06
85 77601050 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ F608ZZ 5級 
86 83621134 ｼｬﾌﾄ（D） 682-1333M2-06
40 77192036 軸用C型止め輪 STW-6
42 83621154 ｼｬﾌﾄ（F） 682-1335M2-06
45 63500121 紙送ﾓｰﾀASSY 364-3525
46 83625144 ｷﾞﾔ-（A） 682-1357M1
50 77500011 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞA(左) 682-1381-1M1
53 77500012 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞA(右) 682-1381-2M1

記録機（７）　記録ベルト（図番６８２－２３２５＊） 分解図　4-16ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

1 85111020 記録針 DMS-001 682-1378-1M2
2 85111030 通電針 DMS-002 682-1378-2M2
44 87500030 記録ﾍﾞﾙﾄASSY 682-1300-6

記録機（８）　降圧トランスユニット（図番Ｃ２５ＢＧ１１０７０＊） 分解図　4-17ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

8 57167310 ｺﾈｸﾀ NJW-243-RM ｽﾍﾟ-ｻ付き
10 79031702 ｽ-ﾊﾟ-ﾛﾂｸ NSL-9
11 56833229 電源ｹ-ﾌﾞﾙASSY VM1276-0.8M 長さ 0 .74ｍ

12-1 56401345 ﾄﾗﾝｽ KCT-345 100/110/220V AC(ﾀｯﾌﾟ付き)
12-2 56401555 ﾄﾗﾝｽ KCT-155 380/440V AC(ﾀｯﾌﾟ付き)
18 57509102 漏電ﾌﾞﾚ-ｶ BJS152100S1

本部品表は、予告なく変更することがあります。
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部品表

ウインチ（１）　ウインチフレームブロック（１）（図番Ｃ２５ＢＧ５１０１０＊） 分解図　4-18ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

3 83206290 取手 DM688-467M2 ゴム付き

6 81401160 ﾌﾚ-ﾑ本体 DM688-401M5

7 80230330 ﾈｼﾞｶﾊﾞ-(A) DM688-460

9 80230340 ﾈｼﾞｶﾊﾞ-(B) DM688-461 M1

10 72300030 ｳｲﾝﾁ木台（角材） DM688-466 M2 2本1組

12 57166615 ｺﾈｸﾀ ﾌﾟﾗｸﾞ NT-5015-CRM

23 57509701  ﾘﾐｯﾄSW D4A-4503N 着底用、格納用(共通)

20 82722424 方向表示銘板 C25MB50031

21 80245132 ｶﾊﾞ- C25MP50020

22 80245122 ﾓ-ﾀｰｹ-ｽ C25MP50010

25 63990170 ﾌﾟﾘﾝﾄ板 C25-8300

ウインチ（２）　ウインチフレームブロック（２）（図番６８２－２３５２＊） 分解図　4-19ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

2 80600020 押えﾌﾟﾚ-ﾄ DM688-450 M2

A 84901150 ﾜｲﾔｻｲﾄﾞﾛ-ﾗ DM688-438 M1

6 77302200 ﾋﾝｼﾞﾋﾟﾝ DM688-424 M1

8 77192015 Eﾘﾝｸﾞ E4U 

9-1 83221104 ﾜｲﾔｼ-ﾌﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ DM688-412-1M2 X'側から見て左側用

9-2 83221114 ﾜｲﾔｼ-ﾌﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ DM688-412-2M2 X'側から見て右側用

12 83621200 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁｼｬﾌﾄ DM688-468 M2

13 77601110 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ SS6-15ZZ

14 84901160 ﾜｲﾔｼ-ﾌﾞ DM688-439

15 77500033 ﾘﾐｯﾄｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ DM688-458

17 76900580 ﾜｲﾔｼ-ﾌﾞﾛｯｸﾋﾟﾝ DM688-428M1

18 83441060 押えｱ-ﾑ(B) DM688-408 M1

20 84901200 押えﾛ-ﾗ DM688-443 M1

21 83621190 ﾛ-ﾗｼｬﾌﾄ DM688-421 M1

22 77500030 押えｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ DM688-455

24 77165009 C型 止め輪 SC-9S

25 77601100 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ SS10-19ZZ

26 84800110 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ(F) DM688-435 M1

27 71430020 ﾌﾞｯｼｭﾁｪ-ﾝ (B) DM688-511(RS-25） 長さ122cm

28 83630550 ﾁｪ-ﾝﾃﾝｼｮﾅ-ﾋﾟﾝ DM688-413 M1

30 84800100 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ(E) DM688-434 M1

本部品表は、予告なく変更することがあります。
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部品表

ウインチ（３）　ワイヤ整相装置（１）（図番６８２－２３５３＊） 分解図　4-20ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

2 80600020 押えﾌﾟﾚ-ﾄ DM688-450 M2

3 84402340 ｶﾗ-(C) DM688-453 M1

A 84901150 ﾜｲﾔｻｲﾄﾞﾛ-ﾗ DM688-438 M1

8 83221040 ｽﾗｲﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ(A) 688-409 M1

9 77302200 ﾋﾝｼﾞﾋﾟﾝ 688-424 M1

10 83441050 押えｱ-ﾑ(A) 688-407 M2

11 77500031 ﾜｲﾔ押えｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 688-456

12 77601110 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ SS6-15ZZ

13 84901160 ﾜｲﾔｼ-ﾌﾞ 688-439

B 84901190 ﾜｲﾔ押えﾛ-ﾗ 688-442 M1

16 83621170 ﾈｼﾞｼｬﾌﾄ(B) 688-419 M1

17 83621180 ﾈｼﾞｼｬﾌﾄ(C) 688-420 M3

18 83631050 ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 688-459 M1

20 83630600 ｽﾗｲﾄﾞｶﾞｲﾄﾞﾋﾟﾝ 688-422 M1

21 84800080 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ(C) 688-432 M2

22 71430010 ﾌﾞｯｼｭﾁｪ-ﾝ (A) DM688-510 (RS25) 長さ 71cm

23 77165015 C型 止め輪 RC15U

24 77393023 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝ SP3X20U

ウインチ（４）　ワイヤ整相装置（２）（図番６８２－２３５４＊） 分解図　4-21ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

2 80552450 深度検出部ﾞｶﾊﾞ- DM688-448 M2

3 70213130 ﾊﾟｯｷﾝ(A) DM688-463 M3

5 84800130 ｷﾞﾔ(B) DM688-437 M1

6 83110190 ﾛ-ﾀﾘｴﾝｺ-ﾀﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ DM688-449 M1

7 53303110 ﾛ-ﾀﾘｴﾝｺ-ﾀﾞ EWTXA1S2050B 深度検出用

8 84800120 ｷﾞﾔ(A) DM688-436 M1

9 77165032 C型止め輪 RC32S

10 77601090 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ #6002ZZ

12 80301600 深度検出部ｹ-ｽ DM688-447 M2

13 84402330 ｶﾗ-(B) DM688-452 M1

14 84641054 平行ｷ- (両丸) DM688-473 (S45C） 5×5×40L

15 83630570 ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑﾋﾟﾝ(B) DM688-415 M1

16 84901130 ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑ(A) DM688-405M3

17 56207015 昇降ﾓｰﾀ DTM-G6075 ｷﾞﾔ-BOXなし

17 & 18 87500081 昇降ﾓ-ﾀ DM688-515 ｷﾞﾔ-BOX付き

18 87500087 ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽ のみ MM60A8-M-180G

19 84641044 平行 ｷ-  (両丸) DM688-472 (S45C) 5×5×15L

20 84901140 ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑ(B) DM688-406 M3

22-1 56806001 ﾜｲﾔ ﾛ-ﾌﾟ   Z撚り DM688-512、SB-150 110M 長さ 110m

22-2 56806002 ﾜｲﾔ ﾛ-ﾌﾟ   S撚り DM688-512、SB-150 110M 長さ 110m

23 84641064 平行ｷ- DM688-474 (S45C) 5×5×60L

25 83630560 ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑﾋﾟﾝ(A) DM688-414 M1

26 84800070 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ(B) DM688-431 M1

27 71430000 ﾛ-ﾗ ﾁｪ-ﾝ DM688-509 (RS35) 長さ 1.41ｍ

28 84402320 ｶﾗ-(A) DM688-451 M1

本部品表は、予告なく変更することがあります。
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部品番号4,5を1つのﾕ
ﾆｯトに組み立てたもの

部品番号14,15を1つの
ﾕﾆｯトに組み立てたも



部品表

ウインチ（５）　ケーブル整相装置（１）（図番６８２－２３５５＊） 分解図　4-22ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

3 77500042 ｺ-ﾄﾞﾃﾝｼｮﾝｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ DM688-551-1 巻き方向(右）

4-1 83441070 ｺ-ﾄﾞﾃﾝｼｮﾝｱ-ﾑ DM688-550-1

4-2 83441080 ｺ-ﾄﾞﾃﾝｼｮﾝｱ-ﾑ DM688-550-2

6 83502380 ｽﾄｯﾊﾟ-ﾋﾟﾝ DM688-426

10 84901170 ｺ-ﾄﾞｼ-ﾌﾞ DM688-440 M1

11 83221060 ｺ-ﾄﾞｼ-ﾌﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ DM688-411M1

12 77500052 ｺ-ﾄﾞﾃﾝｼｮﾝｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ DM688-551-2 巻き方向(左）

14 77302210 ﾃﾝｼｮﾝｱ-ﾑﾋﾟﾝ DM688-425 M1

15 83502390 ｺ-ﾄﾞﾃﾝｼｮﾝﾋﾟﾝ DM688-427 M1

16 84901180 ｺ-ﾄﾞﾃﾝｼｮﾝﾛ-ﾗ DM688-441 M1

17 76900590 回転ｾﾝﾀ-ﾋﾟﾝ DM688-423 M1

18 77601120 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ ARF1015LD  ﾙ-ﾛﾝ

19 77165015 C型 止め輪 RC15U

20 77601110 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ SS6-15ZZ

21 83630600 ｽﾗｲﾄﾞｶﾞｲﾄﾞﾋﾟﾝ DM688-422 M1

22 83621160 ﾈｼﾞｼｬﾌﾄ(A) DM688-418 M2

24 83221050 ｽﾗｲﾄﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ(B) DM688-410 M1

26 84800090 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ(D) DM688-433 M2

28 77302200 ﾋﾝｼﾞﾋﾟﾝ DM688-424 M1

ウインチ（６）　ケーブル整相装置（２）（図番６８２－２３５６＊） 分解図　4-23ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

2 80552430 ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｶﾊﾞ- DM688-445 M2

3 70213131 ﾊﾟｯｷﾝ(B) DM688-464 M2

4 87501003 ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 364-3504

6 77165015 C型 止め輪 RC15U

7 77601090 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ #6002ZZ

9 80301590 ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｹ-ｽ DM688-444 M3

11 80552440 ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ上蓋 DM688-446 M1

12 70213132 ﾊﾟｯｷﾝ(C) DM688-465 M1

13 83630590 ｺ-ﾄﾞﾄﾞﾗﾑﾋﾟﾝ(B) DM688-417 M1

14 84641054 平行ｷ- (両丸) DM688-473 (S45C) 5X5X40L

15 84901120 ｺ-ﾄﾞﾄﾞﾗﾑ DM688-404 M2

16 84641044 平行ｷ- (両丸) DM688-472 (S45C) 5X5X15L

18 83630580 ｺ-ﾄﾞﾄﾞﾗﾑﾋﾟﾝ(A) DM688-416 M1

19 84800060 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ(A) DM688-430 M1

20 84402320 ｶﾗ-(A) DM688-451 M1

23 56813902 送受波器ｹ-ﾌﾞﾙ HC-ESV-4-110M 長さ 110m（16/0.12撚り）

本部品表は、予告なく変更することがあります。
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部品表

ウインチ（７）　センサ－（送受波器）ユニット（図番６８２－２３５７＊） 分解図　4-24ﾍﾟ-ｼﾞ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考

1 83204054 ﾊﾝｶﾞ- DM688-519-01M3

2 83204044 吊り下げ ｱﾝｸﾞﾙ DM688-519-02M2

3 79033205 ﾅｲﾛﾝｸﾗﾝﾌﾟ NK-5N

7 83502444 ｶﾗ- DM688-519-07M2

8 75092005 六角ﾎﾞﾙﾄ B10X25U

9 77191083 平座金 W10U

13 83502454 ｼﾞｮｲﾝﾄ DM688-519-13

16 83942093 ﾜｯｼｬ DM688-519-16

17 80501964 天板 DM688-519-17 M1

28 58502021 ｾﾝｻ- ｴﾚﾒﾝﾄ ASSY NGM-50-88A ｺﾈｸﾀ、ｹ-ﾌﾞﾙ、ｽﾎﾟﾝｼﾞ、
（送受波器単体で加工済みのもの） ｺﾙｸ板付き

29 76091030 ﾛｯｸﾅﾂﾄ N10U、OSｺｰﾄ付き

30 57291104 防水ｺﾈｸﾀ GL-20G3S-F-2 ｹ-ﾌﾞﾙ(70cm）付き

31 57298206 ﾛｯｷﾝｸﾞｽﾘ-ﾌﾞ GL-20G402

32 － ｾﾝｻ-ﾕﾆｯﾄASSY 682-2357 送受波器全体をいう

ｹ-ﾌﾞﾙ､ﾜｲﾔﾛ-ﾌﾟを除く

33 87500097 ｾﾝｻ-金具 ASSY C25MH50010 ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ(送受波器)ASSYか
らｾﾝｻｴﾚﾒﾝﾄASSY(A)4個を除
いたもの

記録機、ウインチ　　付属品、オプション 分解図　ナシ
部品番号 品目ｺｰﾄﾞ 品目名称 規格/図番 備考
記録機(1)-2 41370040 降圧ﾄﾗﾝｽﾕﾆｯﾄ DMT-000-[100/110/220V] 100/110/220VAC(CW-71付)

記録機(1)-2 41370030 降圧ﾄﾗﾝｽﾕﾆｯﾄ DMT-003 CW-71ﾂｷ 440VAC（CW-71付)

記録機(1)-14 72660013 記録紙 DMP-250  A3-560 紙幅250ﾐﾘ､長さ20m
記録機(4)-1 85111020 記録針 DMS-001（682-1378-1M2）
記録機(4)-2 85111030 通電針 DMS-002(682-1378-2M2)
ｹ-ﾌﾞﾙ構成図-25 35061806 電源ｹ-ﾌﾞﾙASSY CW-71 [364-3535] 10m両端ｺﾈｸﾀ付き
ｹ-ﾌﾞﾙ構成図-27 35285580 接続ｹｰﾌﾞﾙASSY CW-558-10M 10mｺﾈｸﾀ付き

－ 56841411 接続ｹ-ﾌﾞﾙASSY FG-SV-11 10m単位(記録機､ｳｲﾝﾁ間)

－ 57166415 ｺﾈｸﾀ ﾌﾟﾗｸﾞ(曲がり型) NT-5015-LPF12 接続ｹ-ﾌﾞﾙ(ｳｲﾝﾁ側)

－ 57166515 ｺﾈｸﾀ ﾌﾟﾗｸﾞ(曲がり型) NT-5015-LPM12 接続ｹ-ﾌﾞﾙ(記録機側)

－ 57166701 ｺﾈｸﾀ ｷｬｯﾌﾟ(ﾌﾟﾗｸﾞ用) NT-50-PCA 接続ｹ-ﾌﾞﾙ用

－ 57167310 ｺﾈｸﾀ NJW-243-RM 降圧ﾄﾗﾝｽ用

－ 93170151 取扱説明書（和文） DM-602/604.OM.J

－ 93170152 取扱説明書（英文） DM-602/604.OM.E
ｳｲﾝﾁ(6)-23 56813902 送受波器ｹ-ﾌﾞﾙ HC-ESV-4-110M 110m
ｳｲﾝﾁ(7)-31 57298206 ﾛｯｷﾝｸﾞｽﾘ-ﾌﾞ GL-20G402
ｳｲﾝﾁ(7)-30 57291104 防水ｺﾈｸﾀ GL-20G3S-F-2 ｹ-ﾌﾞﾙ(70cm)付き

－ 35283840 RS-232C出力ﾎﾟｰﾄASSY CW-384
－ 57298912 ACﾌﾟﾗｸﾞ WF7515

本部品表は、予告なく変更することがあります。
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（１）/Recorder ｕｎｉｔ（１）

Exploded view of recorder unit

記　　録　　機　　全　　体　　図 DWG NO.　C25BG11010＊
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For Maintenance

保　 守 　用　 図　 面
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（２）/Recorder ｕｎｉｔ（2）

Exploded view of Chassis ｂｌｏｃｋ（１）

シャ－シブロック（１） 分　解　図 DWG NO.C25BG11050.1＊

0093870151-03/0093870152-02 4-11

For Maintenance

保　 守 　用　 図　 面
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（3）/Recorder ｕｎｉｔ（3）

Exploded view of Chassis ｂｌｏｃｋ（2）

シャ－シブロック（2） 分　解　図 DWG NO.C25BG11050.2＊
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For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（4）/Recorder ｕｎｉｔ（4）

Exploded view of Left hand panel

左パネルブロック　分　解　図 DWG NO.C25BG11040＊

0093870151-03/0093870152-02 4-13

1
6

For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（5）/Recorder ｕｎｉｔ（5）

Exploded view of Right hand panel

右パネルブロック 分　解　図 DWG NO.C25BG11030＊
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保　 守 　用 　図 　面

For Maintenance Only
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（6）/Recorder ｕｎｉｔ（6）

Exploded view of Recording assembly block(1)

記録機構ブロック 分　解　図 DWG NO.C25BG11020＊

0093870151-03/0093870152-02 4-15

保　 守 　用 　図 　面

For Maintenance Only



分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（7）/Recorder ｕｎｉｔ（7）

Exploded view of Recording belt

記　録　ベ　ル　ト 分　解　図 DWG NO.682-2325＊
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For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
記録機（8）/Recorder ｕｎｉｔ（8）

Exploded view of Power transformer unit

降圧トランスユニット 分　解　図 DWG NO.C25BG11070＊
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For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



分解図/Exploded ｖｉｅｗ
ウインチ（1）/Winch ｕｎｉｔ（1）

Exploded view of Winch frame block(1)

ｳｲﾝﾁﾌﾚ-ﾑﾌﾞﾛｯｸ(1) 分　解　図 DWG NO.C25BG51010＊
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For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
ウインチ（2）/Winch ｕｎｉｔ（2）

Exploded view of Winch frame block(2)

ｳｲﾝﾁﾌﾚ-ﾑﾌﾞﾛｯｸ(2) 分　解　図 DWG NO.682-2352＊

0093870151-03/0093870152-02 4-19

For Maintenance Only
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
ウインチ（3）/Winch ｕｎｉｔ（3）

Exploded view of Wire synchronization(1)

ﾜｲﾔ整相装置(1） 分　解　図 DWG NO　682-2353＊
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For Maintenance Only
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分解図/Exploded ｖｉｅｗ
ウインチ（4）/Winch ｕｎｉｔ（4）

Exploded view of Wire synchronization(2)

ﾜｲﾔ整相装置(2） 分　解　図 DWG NO　682-2354＊

0093870151-03/0093870152-02 4-21

For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



分解図/Exploded ｖｉｅｗ
ウインチ（5）/Winch ｕｎｉｔ（5）

Exploded view of Cable synchronization(1)

ｹ-ﾌﾞﾙ整相装置(1） 分　解　図 DWG NO　682-2355＊
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For Maintenance Only



分解図/Exploded ｖｉｅｗ
ウインチ（6）/Winch ｕｎｉｔ（6）

Exploded view of Cable synchronization(2)

ｹ-ﾌﾞﾙ整相装置(2） 分　解　図 DWG NO　682-2356＊

0093870151-03/0093870152-02 4-23

For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



分解図/Exploded ｖｉｅｗ
ウインチ（7）/Winch ｕｎｉｔ（7）

Exploded view of Sensor unit

ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ(送受波器) 分　解　図 DWG NO.682-2357＊

4-24 0093870151-03/0093870152-02

For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



ブロックダイヤグラム/Ｂｌｏｃｋ ｄｉａｇｒａｍ
記録機/Recorder ｕｎｉｔ

Ｄｻﾌﾞ ２５ﾋﾟﾝ ＣＤＢ-２５Ｓ

シールド １ １４

ＴＸＤ → ２ １５

ＲＸＤ ← ３ １６

（ＲＴＳ) → ４ １７

（ＣＴＳ) ← ５ １８
ＤＳＲ ← ６ １９

ＧＮＤ ７ ＤＴＲ → ２０ 距離補正_ＶＲ

（ＤＣＤ) ← ８ ２１ Ｊ３ ＨＩＦ３ＢＡ-４０ＰＡ-２．５４ＤＳＡ Ｊ２ ＨＩＦ３ＢＡ-４０ＰＡ-２．５４ＤＳＡ Ｊ１ Ｂ２Ｐ-ＳＨＦ-１ＡＡ ３

９ ２２ １ Ａ/Ｄ_ＳＴＣ ２ ＧＮＤ １ Ａ/Ｄ_ＳＴＣ ２ ＧＮＤ １ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ_ＶＲ１ ２

１０ ２３ ３ Ａ/Ｄ_ＧＡＩＮ ４ ＧＮＤ ３ Ａ/Ｄ_ＧＡＩＮ ４ ＧＮＤ ２ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ_ＶＲ２ １

１１ ２４ ５ ＧＮＤ ６ ＧＮＤ ５ ＧＮＤ ６ ＧＮＤ
１２ ２５ ７ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ ８ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ ７ ＋５Ｖ_Ｉｎ ８ ＋５Ｖ_Ｉｎ Ｊ７ Ｂ６Ｐ-ＳＨＦ-１ＡＡ ＳＰＥＥＤ_ＶＲ

１３ ９ Ａ/Ｄ_ＳＰＥＥＤ １０ ＧＮＤ ９ Ａ/Ｄ_ＳＰＥＥＤ １０ ＧＮＤ １ 速度ＶＲ_Ｂ １ 上

１１ ＷＩＮＣＨ_ＣＬＫ
                      

１２ ＧＮＤ １１ ＷＩＮＣＨ_ＣＬＫ
                       

１２ ＧＮＤ ２ 速度ＶＲ_B ２ 上

１３ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ_ＶＲ１ １４ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ_ＶＲ２ １３ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ_ＶＲ１ １４ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ_ＶＲ２ ３ 速度ＶＲ_B ３ 上

１５ ＧＮＤ １６ ＧＮＤ １５ ＧＮＤ １６ ＧＮＤ ４ 速度ＶＲ_A ３ 下

１７ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ １８ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ １７ ＋５Ｖ_Ｉｎ １８ ＋５Ｖ_Ｉｎ ５ 速度ＶＲ_A ２ 下

１９ ＲＥＳＥＴ
             

２０ ＧＮＤ １９ ＲＥＳＥＴ
              

２０ ＧＮＤ ６ 速度ＶＲ_A １ 下

ウインチ接続コネクタ 中継コネクタ ２１ ＩＯ_ＲＤ
          

２２ ＧＮＤ ２１ ＩＯ_ＲＤ
           

２２ ＧＮＤ

Ｘ  センサー １ １ Ｘ  センサー ２３ ＩＯ_ＷＲ
           

２４ ＧＮＤ ２３ ＩＯ_ＷＲ
            

２４ ＧＮＤ

〃 １１ １０ 〃 ２５ ＥＤ［０］ ２６ ＥＤ［１］ ２５ ＥＤ［０］ ２６ ＥＤ［１］ Ｊ６ Ｂ５Ｐ-ＳＨＦ-１ＡＡ

Ｘ’ センサー ２ ２ Ｘ’ センサー ２７ ＥＤ［２］ ２８ ＥＤ［３］ ２７ ＥＤ［２］ ２８ ＥＤ［３］ １ ＵＰ

〃 １２ １１ 〃 ２９ ＥＤ［４］ ３０ ＥＤ［５］ ２９ ＥＤ［４］ ３０ ＥＤ［５］ ２ ＤＯＷＮ
Ｙ  センサー ３ ３ Ｙ  センサー ３１ ＥＤ［６］ ３２ ＥＤ［７］ ３１ ＥＤ［６］ ３２ ＥＤ［７］ ３ ＰＲＩＮＴ

〃 １３ １２ 〃 ３３ ＧＮＤ ３４ ＥＡ［０］ ３３ ＧＮＤ ３４ ＥＡ［０］ ４ ＳＴＯＰ

Ｙ’ センサー ４ ４ Ｙ’ センサー Ｊ１ ＨＩＦ３ＢＡ-３０ＰＡ-２．５４ＤＳＡ ３５ ＥＡ［１］ ３６ ＥＡ［２］ ３５ ＥＡ［１］ ３６ ＥＡ［２］ ５ Ｙ３_ＰＳ

〃 ５ １３ 〃 １ Ｓ_Ｔ_Ｓ（着底）
          

２ ＧＮＤ ３７ ＥＡ［３］ ３８ ＥＡ［４］ ３７ ＥＡ［３］ ３８ ＥＡ［４］

Ｓ_Ｔ_Ｓ（着底）
           

６ ５ エンコーダー _Ｇ （ＧＮＤ） ３ ＴＲＩＧ
        

４ ＧＮＤ ３９ ＥＡ［５］ ４０ ＧＮＤ ３９ ＥＡ［５］ ４０ ＧＮＤ

エンコーダー _Ｇ ７ ６ エンコーダー _Ｂ （Ｂ_ＳＩＧ）
           

５ Ｈ_ＬＥＶＥＬ
                

６ ＧＮＤ Ｊ５ Ｂ１１Ｐ-ＳＨＦ-１ＡＡ

エンコーダー _Ｂ ８ ７ エンコーダー _Ａ （Ａ_ＳＩＧ）
           

７ Ｌ_ＬＥＶＥＬ
               

８ ＧＮＤ １ Ｄ［０］

エンコーダー _Ａ １４ １６ モーター電源_Ａ ９ Ｓ_Ｍ_ＣＬＫ
               

１０ ＧＮＤ Ｊ２ ＨＩＦ３ＢＡ-２０ＰＡ-２．５４ＤＳＡ ２ Ｄ［１］
モーター電源_Ａ ９ １７ モーター電源_Ｂ １１ Ａ_ＳＩＧ（エンコーダー）

          
１２ ＧＮＤ １ ＴＸ_ＴＲＧ

             
２ ＧＮＤ ３ Ｄ［２］

モーター電源_Ｂ １０ ８ Ｓ_Ｔ_Ｓ（着底）
           

１３ Ｂ_ＳＩＧ（エンコーダー）
          

１４ ＧＮＤ ３ ＴＸ_ＣＬＫ
             

４ ＣＳ０
       

４ Ｄ［３］

ＧＮＤ Ｅ ９ １５ ＰＭ_ＣＯＮＴ
                  

１６ ＰＭ_ＣＬＫ
              

５ ＣＳ１
       

６ ＧＮＤ ５ Ｄ［４］ １ Ｄ［０］

１４ ＰＯＷＥＲ ＳＷ １７ ＧＮＤ １８ ＷＩＮＣＨ_ＵＰ
                    

７ ＤＴＲ ８ ＲＸ_ＤＡＴＡ ６ Ｄ［５］ ２ Ｄ［１］

１５ ＰＯＷＥＲ ＳＷ １９ ＷＩＮＴＩ_ＤＯＷＮ
                        

２０ ＧＮＤ ９ Ｄ/Ａ_ＧＡＩＮ １０ ＮＣ ７ Ｄ［６］ ３ Ｄ［２］

２１ ＋１２Ｖ_Ｉｎ ２２ ＋１２Ｖ_Ｉｎ １１ ＴＸＤ １２ ＲＸＤ ８ Ｄ［７］ ４ Ｄ［３］

２３ ＋５Ｖ_Ｉｎ ２４ ＋５Ｖ_Ｉｎ １３ ＮＣ　（ＲＴＳ） １４ ＮＣ　（ＣＴＳ） Ｊ３ Ｂ３Ｐ-ＳＨＦ-１ＡＡ Ｊ４ Ｂ３Ｐ-ＶＨ ９ Ｙ５_ＰＳ ５ Ｄ［４］

２５ ＋５Ｖ_Ｉｎ ２６ ＋５Ｖ_Ｉｎ １５ ＤＳＲ １６ ＧＮＤ １ スピードＣＯＮＴ_１ １ 強制巻上 １０ Ｙ６_ＰＳ ６ Ｄ［５］

２７ ＧＮＤ ２８ ＧＮＤ １７ ＮＣ　（ＤＣＤ） １８ ＧＮＤ ２ スピードＣＯＮＴ_２ ２ ＣＯＭ １１ Ｙ７_ＰＳ ７ Ｄ［６］

２９ ＧＮＤ ３０ ＧＮＤ １９ Ｄ/Ａ_ＳＴＣ ２０ ＧＮＤ ３ スピードＣＯＮＴ_３ ３ ＣＰＵ ＣＯＮＴ ８ Ｄ［７］
９ Ｙ５_ＰＳ

１０ Ｙ６_ＰＳ

１１ Ｙ７_ＰＳ

１６２５－０３Ｒ １６２５－０３Ｐ

強制巻上 １ １ 強制巻上

ＡＣ１００Ｖ ２ ２ ＡＣ１００Ｖ

ＣＰＵ 制御 ３ ３ ＣＰＵ 制御

中継コネクタ

1 ＡＣ１００ＶＬ

2 ＡＣ１００ＶＮ

3 ＡＣ１００ＶＮ

4 ＡＣ１００ＶＬ

5 ＡＣ１００ＶＮ

6 ＡＣ１００ＶＬ

7 ＡＣ１００ＶＬ

8
9

Ｊ３ Ｂ７Ｐ-ＶＨ Ｊ５ Ｂ８Ｐ-ＶＨ Ｊ４ ＨＩＦ３ＢＡ-３０ＰＡ-２．５４ＤＳＡ Ｊ１ ＨＩＦ３ＢＡ－２０ＰＡ－２．５４ＤＳＡ

１ ＧＮＤ １ ＲＥＣＯＲＤ_ＯＵＴ Ｊ９ Ｂ９Ｐ-ＶＨ １ Ｓ_Ｔ_Ｓ（着底）
          

２ ＧＮＤ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ １ ＴＲＧ
       

２ ＧＮＤ

２ Ｂ_ＳＩＧ
          

２ ＮＣ １ ＤＯＷＮ_ ３ ＴＲＩＧ
        

４ ＧＮＤ Ｘ Ｘ Ｘ’ Ｘ’ Ｙ Ｙ Ｙ’ Ｙ’ ３ ＣＬＫ
       

４ ＣＨ_ＳＥＬ_０
                  

３ ＮＣ ３ ＧＮＤ ２ ＮＣ ５ Ｈ_ＬＥＶＥＬ
                

６ ＧＮＤ セ セ セ セ セ セ セ セ ５ ＣＨ_ＳＥＬ_１
                  

６ ＧＮＤ

４ Ｓ_Ｔ_Ｓ（着底）
          

４ ＋１２Ｖ ３ ＵＰ_ ７ Ｌ_ＬＥＶＥＬ
               

８ ＧＮＤ Ｊ８ Ｂ４Ｐ-ＶＨ ン ン ン ン ン ン ン ン ７ ＤＴＲ(回線用） ８ ＲＣＶ_ＯＵＴ

５ Ａ_ＳＩＧ
          

５ ＢＬＴ_ＴＩＭＩＮＧ
                      

４ ＮＣ ９ Ｓ_Ｍ_ＣＬＫ
               

１０ ＧＮＤ １ ＣＰＵ制御 サ サ サ サ サ サ サ サ ９ ＧＡＩＮ_ＣＯＮＴ １０ +５Ｖ_Ｏｕｔ(ＮＣ)

６ ＰＯＷＥＲ_ＳＷ（－） ６ ＧＮＤ ５ ＮＣ １１ Ａ_ＳＩＧ（エンコーダー）
          

１２ ＧＮＤ ２ 強制巻上 Ｊ６ Ｊ５ Ｊ４ Ｊ３ １１ ＴＸＤ（回線用） １２ ＲＸＤ（回線用）

７ ＰＯＷＥＲ_ＳＷ（＋） ７ Ｗ_ＳＳＲ- ６ ＮＣ １３ Ｂ_ＳＩＧ（エンコーダー）
          

１４ ＧＮＤ ３ ＮＣ Ｂ２Ｐ-ＶＨ Ｂ２Ｐ-ＶＨ １３ ＲＴＳ（回線用） １４ ＣＴＳ（回線用）

８ Ｗ_ＳＳＲ＋ ７ ＡＣ１００ＶＬ １５ ＰＭ_ＣＯＮＴ
                  

１６ ＰＭ_ＣＬＫ
              

４ ＡＣ１００ＶＬ Ｂ２Ｐ-ＶＨ Ｂ２Ｐ-ＶＨ １５ ＤＳＲ（回線用） １６ ＧＮＤ

８ ＮＣ １７ ＧＮＤ １８ ＷＩＮＣＨ_ＵＰ
                    

１７ ＤＣＤ（回線用） １８ ＧＮＤ

９ ＡＣ１００ＶＮ １９ ＷＩＮＴＩ_ＤＯＷＮ
                        

２０ ＧＮＤ １９ ＳＴＣ_ＣＯＮＴ ２０ ＧＮＤ

２１ ＋１２Ｖ_Ｏｕｔ ２２ ＋１２Ｖ_Ｏｕｔ

Ｊ１ Ｂ５Ｐ-ＶＨ ２３ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ ２４ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ

１ ＧＮＤ ２５ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ ２６ ＋５Ｖ_Ｏｕｔ

２ ＭＯＴＯＲ_ＰＵＬＳＥ Ｊ６ Ｂ１０Ｐ-ＶＨ ２７ ＧＮＤ ２８ ＧＮＤ

３ ＭＯＴＯＲ_ＰＯＷＥＲ １ ＡＣ１００ＶＬ ２９ ＧＮＤ ３０ ＧＮＤ

４ ＋５Ｖ ２ ＮＣ

５ ＧＮＤ ３ ＡＣ１００ＶＮ

４ ＮＣ

Ｊ２ Ｂ５Ｐ-ＳＨＦ-１ＡＡ ５ ＮＣ

１ 青（３φ） ６ ＮＣ

２ 白（２φ） ７ ＧＮＤ Ｊ７ Ｂ３Ｐ-ＶＨ Ｊ２ Ｂ３Ｐ-ＶＨ

３ 黄（１φ） ８ ＧＮＤ １ ＋１６５Ｖ １ ＋１６５Ｖ_Ｉｎ

４ 赤（４φ） ９ ＋２４Ｖ_Ｉｎ ２ ＋１２Ｖ ２ ＋１２Ｖ_Ｉｎ

５ 緑（ＰＯＷＥＲ） １０ ＋２４Ｖ_Ｉｎ ３ ＧＮＤ ３ ＧＮＤ

ＣＮ２ ５２７７-４Ａ（モレックス）

１ ＋２４Ｖ
２ ＋２４Ｖ

３ ＧＮＤ ＡＣ／ＤＣ電源ユニット

４ ＧＮＤ ＰＡＡ５０Ｆ-２４-Ｎ

ＣＮ１ ５２８９-４Ａ（モレックス）

１ Ｆ_Ｇ

２ ＡＣ

３ ＮＣ

４ ＡＣ
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電源パネル

電源メータ

記録
モーター

紙送り
モーター

ＵＰ_リレー Ｄｏｗｎ_リレー

Ｗ１（またはＣＷ－３８４）

Ｗ２

Ｗ３

Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

ウインチ用
ブレーカ

Ｎ．Ｆ．Ｂ
８A

記録機用
ブレーカ

Ｎ．Ｆ．Ｂ
２A

ＡＣ１００ＶＬ

ＡＣ１００Ｖ

ＧＮＤ

電源コネクタ

上昇用リレー ３ ６

１ ８

７ ２

下降用リレー ３ ６

１ ８

７ ２

３２１－＋

Ａ
Ｃ

１
０

０
Ｖ

Ｎ

Ａ
Ｃ

１
０

０
Ｖ

Ｌ

モーターコントローラ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

記録針

ＲＥＣＯＲＤ
　 ＯＵＴ  ＰＵＴＧＮＤ

ＳＳＲ
１ ２

４ ３

SSR+SSR-

キーミゾ

１
２

３
４４

５

６

上昇/停止/下降ＳＷ

昇降速度_ＶＲ

記録停止/開始/
データ印字ＳＷ

Ｃ２５－７００Ｂ

Ｃ２５－１００Ａ

ＤＭ６８２/４－９００１

Ｃ２５－６００Ａ

Ａ

Ａ

４

５

６

１

２

３

ＣＯＭ

ＡＣ１００Ｖ

強制巻上

ＣＰＵ　ＣＯＮＴ

強制巻上

ＣＰＵ 制御

強制巻上ＳＷ

１

２

３

４

５

６

電源スイッチ

ＯＦＦＯＮ

５

６

Ｃ２５－９０１０

距離補正_ＶＲ

ＣＷ－３８４

ＨＡＬＬ－
１００１

+
1
2
V

G
N

D

B
E
L
T
_T

IM
IN

G

３２１

Block diagram of recorder unit

記録機ブロックダイヤグラム DWG NO.C25CFA010＊

For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



ｳｲﾝﾁ(1)/Winch ｕｎｉｔ(1)

Block diagram of Winch unit(1/2)

ウインチ(1/2)ブロックダイヤグラ DWG NO.C25CFA020＊
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For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面



ｳｲﾝﾁ(2)/Winch ｕｎｉｔ(2)

Block diagram of Winch unit(2/2)

ウインチ(2/2)ブロックダイヤグラ DWG NO.C25CFA030＊
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For Maintenance Only

保　 守 　用 　図 　面
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第5章 故障診断 

 

5.1 電源が入らない。 

 

 

5.2 電源メータが振れない。 

 
 

 

 

はい 

いいえ

過電圧保護回路が動作しているので、

電圧をAC100Vまで下げてから、 

電源スイッチを再び入れる。 

5.3 電源メータは振れているが、

動作しない。へ 

5.2 電源メータが振れない。へ 

ただし、 

電源メータの不良でないこと。 

 

電源メータは、 

振れているか。 

 

電源メータの指示は 

115V を超えている。 

はい 

いいえ

いいえ

はい 

いいえ

トランスユニットを点検する。

各N・F・Bを確認する。 

突出している場合は、 

1 分以上待ってから押し込む。

内部配線をチェックする。 

 

電源ケーブルコネクタに 

AC100Vが来ている。 

 

N・F・B（２Ａ、８Ａ） 

は正常か。 

はい 

注）N・F・B：No Fuse Breaker 
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5.3 電源メータは振れているが、動作しない。 

 

いいえ

はい 

主電源スイッチと配線を、 

確認する。 

AC/DC電源ユニット、 

およびハーネスW5の 

接触不良、断線を確認する。 

コネクタの接触不良や断線など、

内部配線をチェックする。 

C25-600A 動作異常 

ハーネス W3 を確認する。 

テストプログラムが実行できるか、

チェックする。 

 

C25-600Aの 

チェック端子 +5V、+12V 

に電圧が出ている。 

 

C25-600Aの 

チェック端子+24Vに電圧が 

来ている。 

 

主電源スイッチ接で 

C25-600AのJ6にAC100Vが 

来ている。 

 

C25-600A の J9 に 

AC100V が来ている。 

 

C25-700Bの 

チェック端子 TP18(+5V)、 

TP19(+12V)に電圧が 

出ている。 

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい 

はい 

はい 

はい 

注：電源メータの指示が115Vを超えていないこと。（過電圧保護が働いていないこと）
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5.4 記録ベルトが回らない。 

 

いいえ 

C25-600A 

記録モータ制御回路の確認。 

主電源（メインブレーカ）を断にして、 

プーリーや、ベルトの緩み等、 

空回りしていないかチェックする。 

C25-600A の不良。

記録モータ ASSY の不良。 

主電源（メインブレーカ）を 

断にする。 

機械的に引っ掛っていないか、

組込をチェックする。 
ハーネス W3 をチェックする。 

ハーネス W3 をチェックする。 C25-700B 動作不良

テストプログラムを実行し、 

記録停止/開始/データ印字スイッチを 

テストしてみる。 

 

記録開始にした時 

U12-９ピンの周波数が 4.2kHz 

である。 

はい 

はい 

 

コネクタ 

J1-3 ピンに 10V 以上の電圧 

が出ている。 

 

記録ベルトを 

矢印の方向に手で回すこと 

が出来る。 

 

C25-700B の 

TP4 の周波数が 4.2kHz 

である。 

 

U12 の 

１ピンが記録開始で"L" 

になる。 

 

C25-700B の 

TP3 が記録開始で"L" 

になる。 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ 

はい

いいえ

はい 

 

U12-４ピンの 

周波数が4.2kHzである。 

注 1：各電源電圧は、正常であること。
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5.5 定速、深度比例ともに、紙送りしない 

 

C25-600A 

紙送りモータ制御回路の確認。 

ハーネス W3 をチェックする。 

いいえ

はい 

テストプログラムを実行して 

紙送り速度スイッチを確認する。 

紙送りモータおよび 

紙送り機構部をチェックする。 C25-600A の不良。

 

スイッチ S2 を 

TEST 側にすると紙送り 

する。 

 

U14 の 

12・14・15・16 ピンに 

信号が出ている。 

 

C25-700B の 

TP2 に信号が出ている。 

はい

いいえ

はい 

いいえ

注 1：各電源電圧は、正常であること。 

注 2：深度比例測定時に紙送りしない時は 5.9 深度マークが出ないへ。 
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5.6 各種マークは出るが、壁面記録が出ない 

 

注1：発振線除去スイッチはOFFであること。 

注2：シフトスイッチは0％であること。 

注3：測定レンジは、センサー壁面間距離より大きいこと。

注4：各電源電圧は正常であること。 

C25-700Bの出力信号、 

ハーネス W1 を確認する。

感度制御確認 

受信確認

C25-700B 確認

C25-700B の不良。 

ハーネス W1 を確認する。

TRG 

CLK 

C25-600A の不良。 

CH_SEL_0

CH_SEL_1

C25-700Bの出力信号、 

ハーネス W1 を確認する。

C25-700Bの出力信号、 

ハーネス W1 を確認する。

C25-700Bの出力信号、 

ハーネス W1 を確認する。

C25-100A の不良。

センサーの不良 

STC 制御確認 

いいえ 

はい 

 

発振線は記録する。 

送信確認

はい

 

C25-100A の 

TP RCV_OUT の信号は 

正常か。 

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ 

 

C25-100A の 

U9-1 GAIN_CONT 電圧は 

正常か。 

はい 

いいえ 

 

C25-100A の 

R18 STC_CONT 電圧は 

正常か。 

はい 
 

C25-100A の 

TP TRG，CLK，に信号が 

来ている。 

 

C25-100A の 

U10-9，10 ピンに信号が 

来ている。 

いいえ

はい 

はい 

はい 

いいえ

 

C25-100A の 

TP TD_0～3 の送信出力は 

正常か。 

 

サブパネル 

テストモードでの記録は 

正常か。 

いいえ 

C25-100A の不良。

はい
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5.7 各種マークも壁面記録も出ない（印字できない） 

ハーネス W3 を点検する。 

いいえ

記録信号の確認

不良箇所を修理する。 

ハーネス W3 を点検する。

針をとりかえる。

記録ベルトを交換する。

記録ベルトのマグネットと 

HOLE-1001 基板の間隔、 

およびベルトタイミング回路を確認する。 

記録針への給電制御回路の確認

C25-700B の不良。

C25-600Aの不良。

（給電制御回路） 

はい 

 

記録針と 

通電針は正常に付いて 

いるか。 

 

記録ベルトの 

マグネットは付いて 

いるか。 

 

C25-600A 

TP B_TRIG
――――――――

信号は 

正常か。 

 

C25-600A 

S1 操作で印字は 

正常か。 

はい 

はい 

 

C25-700B 

TP17 (PRINT_TRIG)は 

正常か。 

 

C25-600A 

通電板間の配線は 

正常か。 

 

C25-700B 

TP20，21（H/L_LEVEL)は 

正常か。 

はい 

はい 

いいえ

いいえ

はい 

いいえ

注：各電源電圧は正常であること。

いいえ

はい

いいえ

いいえ
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5.8 孔壁径マークが出ない（孔壁径マーク情報が取り込めない） 

 

5.9 深度マークが出ない（深度比例の時、紙送りしない） 

 

 

 

 

注 1：各電源電圧は正常であること。 
注 2：設定値が測定レンジ、シフトスイッチによる、記録範囲であること。 

いいえ

はい 

設定スイッチおよび、 

ＰＣＢ ＤＭ682/4-9001 を確認する。 

Ｃ25-700Ｂの不良。 

 
セルフテストで、 

設定スイッチを取り込める。 

いいえ

はい 

接続ケーブルを交換する。 

不良箇所の手直し。

C25-700B を点検。 

記録機の配線点検。 

C25-600A を経由しているので 

注意すること。 

 
接続ケーブルは正常か。 

 
深度検出部 

のギヤ締め付けは 
正常か。 

いいえ

 
C25-700B 

TP14，16（B_SIG，A_SIG） 
は正常か。 

はい 

いいえ

 
エンコーダから 

コネクタ間の導通は 
正常か。 

不良箇所の手直し。
いいえ

はい 

はい 
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5.10 ウインチが動作しない。 

 

5.11 ウインチが動作しない（記録機の点検） 

 

いいえ

はい 

突出しているときは、 

1 分間以上待って、押し込む。

記録機を点検する。5.11 へ

接続ケーブルを交換する。

ウインチを点検する。5.12 へ 

 

ウインチ用ブレーカ（8A）は 

正常か。 

接続ケーブル 

（CW-558）の導通は 

正常か。 

いいえ

ウインチ接続コネクタ 

の 9，10 ピン出力は 

正常か。 

いいえ

はい 

注：記録機の電源スイッチが ON であること。

はい 

3.7 モーターコントローラユニット

（1）（2）参照。 

 

リレー動作は正常か。 

注：5.10 ウインチが動作しないの続き。

C25-600A  

ウインチ上昇/下降リレー制御回路

を点検する。 

いいえ 

はい

 

セルフテストで 

上昇/停止/下降スイッチは 

正常か。 

 

セルフテストで 

昇降速度ボリュームは 

正常か。 

はい 

スイッチと配線を点検する。

いいえ

ボリュームと配線を点検する。

いいえ 

 

モータコントローラは 

正常か。 

はい 

内部配線を点検する。

はい 

モータコントローラを交換する。

いいえ 
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5.12 ウインチが動作しない（ウインチの点検） 

 

 

 

 

 

機構部分を点検する。 

リミットスイッチを交換する。 

C25-8300 を交換する。 

昇降モータを交換する。

該当部分を修理する。

注：5.10 ウインチが動作しないの続き。

 
配線は正常か。 

 
リミットスイッチは 

正常か。 

 
C25-8300 は 

正常か。 

 
昇降モータは 

正常か。 

はい 

いいえ

はい 

はい 

はい 

いいえ

いいえ

いいえ
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